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水質汚溺調査

事莱場廃水の水産生物に及ぼす影響試験

工場廃水、下水等の水産生物iζ及ぼす影響を致死濃度の測定によって試験したので報告する。

試験方法

1、方法

予備実験により大略の致死濃度を求め、次いでとの温度を中心に 5段階内外の泌度系列lζ

毅整した溶激・（ 5 .eまたは 10 .f）中ヘ供試魚10尾宛を放養して、一定附習託制去の死亡

率を求めると抗、 「直線的補問。並びlζ 「Finneyの図解法J2~こより駄の供試

魚l乙対する致死淡度（平均耐久限度、事 TLm）を測定した。

2、試．料

試水は次の8事業場廃水、 1河川水である。

第 1 表対象事業場

長－ 務 事業場名 主要生産品目 廃水の称：類

連合紙器辺E 段ボール その他 抄 紙 廃 水

聖法氏パルプ
三菱製紙KK

マニラ．ポール段、ポク " 
ラットボール

浪速工場
－）レ原紙、包装紙 グランド e/'9レプ脱水

． 

イヒ 学
住友化学工場KK 

医薬品及び関連製品 医薬品製造j発水
西島工場

染 総 恵美須織物辺E 締染色加工 染色加工皮水

都市下水 津守下水処理場 下 水・処 理
未処理下水

処 理 下 水

事的平均耐久限度：試験臨物が或る寄物lこ曝ーされた特定の期間中l乙丁度50%が生き残

るととのできた泌度。 J.1edi三n To工erance Limi ℃の訳（普通TLmの符

号で示す。）従来、 50%致死浪皮（LD50またはu・L・・n）とも呼ばれた。
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業 野： 事業・ ＃l 名 主要生産品目 騰水の諸国i芳！

イ同 抽水場 下 水 拙 水 未処理下水

都市下水 中岳拍水場 下 水 抽 水 ，， 

粉浜抽水場 下 水 抽 水 II 

河川水 泉大津市新川 一 染織.T身
廃水の排水路

一一・

試験結果及び考察

各廃水の主要化学成分並びに魚絢ζ対する’致死設度は次のとおりである R2表、第 3衣）。

第 2 表 ｝発水の主要化学成分

、項耳注F手之担芝！ 
工場炭水 都市下水 河川水

陸合三菱製紙住表忠美須院匂干天処斑場イ田 f{-l 民防 浜最大津

同f器抄紙k}. PKt 学隙軌床処理処理胸水場拍水場抽水場町新川
日て、日 主~29 ViI; 9 

。（・ Vil~ 9 円2
区－

組i5 ＼ 1X: 29 1 3 以： 2 4 1 3 

’H 
7・1 7・1 7.3 5・5 ヲ・6 7・4 7. 3 6・8 7.ヲ 6・8 11 • 6 

過マンガン酸カ 82・5 65-5 80・6 ヲ7・6 73・5 21・4 ヲ.1 133・8 27.0 3.5 100 リ消質量Q:Rn)

蒸発宍m澄〉G斗P
477 370 685 “5 

2649 島O 526 11361 22686 4包 1466 

←ー

灼熱（p減Pm)量 267 1093 834 412 2495 32c6 188 528 

J,){_ 
守山1ヂ 398 1556 26 114 8866 19420 264 938 

硫化水＇ ID素) (PP 5・0 0.9 

硫
句会Fm宇 392 128・2

アンモて間宇 1・8 2・8 o.oos 検出

取
伊Pmf 5おO11330 

-4-



第 3 表 炭水の魚兵員lζ 女すする致死滋度（TLm) 

一
業務： 工作業場名 供試魚箸 実験中水温 時間 TLm （稀釈度 %) 回最係数

1 8・2～ 2 4 11 原液中で異状なし
述合紙認 KK フ ナ

21 • 5 
48 II 

製 紙 一一ド一一一一－一一一

1 8 • 2～ 
24 8 6・7

パルプ 三菱製紙KK フ ナ
（抄紙） 2 1・5

48 86・7

(Q.P) フ ナ
20.9～ 

24 原に被達せ可1ずで死亡率!jO % 
22.s 

2 4 原液中で異状なし
化学 住友化学工掲d< フ ナ --25・6～ 

48 II 

17. 5～ 24 1 3・4
染織 店、美須織物KK フ ナ

22・2
4 8 1 3・4

20 • 0～ 2 4 原液中で奥状なし

〈処理市Dフ ナ
2 2・ 0 

48 II 

津守下水処理場
24 II 

〈処理後） フ ナ " 48 ，， 

都市
26・4～ 24 65・8(69・2～62・5' 1 8 • 1 9 

佃抽水場 コ イ
27.7 

48 66・5も9・7～63.5) 

下水
26・5～ 2 4 70.s (74・5～67・3) 1 9・71

中沿抽水場 コ イ
27・2 48 65-2 ι9-5～61・1) 1 4・55

2 4 原被・q，で異状なし

フ ナ
19. 5～ 

21・5 4 8 II 

72 ’F 

河川水泉大津市．新川｜
a. o～ 3 54・1css.s～52・7) 3 1・13 

フ ナ
1 1 • 0 

6 50. 1 (51・5～0・9) : 32-84 

（註〉 I11 i nneyの図解法で求めた TLm値は、平均値及びその信頼限界（括弧内〉をもっ

仁不す。

乙乙で求めた致死泌！支は、成7.kそのものの毒性を稀釈皮で示したものであり、 j発水中の有害

物質を究明したものではないが、主要化学成分を参考；こして各誌Jjlケkの7｝く往生物｛乙対する主主

ーらー
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響陀つis-て岩干の考察を行う。

1、製紙・パノレプ工堤防水（連合紙器KK、三菱製紙KK浪速工場）

抄新:-11i水やグランド．パルプ廃水では、主として乙れらの廃水中に含まれる浮活字物質、コ

ロイド物質と、とれら有機物の分解による酸素消践が二次的lζ 魚lと影響するととが問題とな

る。このような織野物の付着や酸素不足による窒息死は当然有毒物質による致死とは区別さ

1 ) 
れなければならないし、 有格；牧lが極めて多量.1ζ含まれている（ CDDの高い）場合のほか

は、短期間の室内実験では死IC至らないととも多い。上記工場の抄紙、グランド・パルプ廃

水とも大した影響のみられないのはとのためであろう。即ち、直接的影事前ま余り考えられな

llo 

2、化学工場廃水（住友化学工業KK酉島工呼）

本廃水はやや徴酸性ではあるが、特lζ生物l乙対して有害な物質は含まれていないものと考

えられ、 48時間j結晶衡とおいても原被中で何等：異常が認められなかった。一般に化学工場

廃水のうちでも、医薬品の二次的製造廃水は他の人造肥料、染料、工業薬品及び化成日製造

廃水害担乙比べて有害度が小さいように考えられる（付録委P.c

5、染織工場廃水 （J店、美須織物KK) 

染織工場廃水は溢度や排水量が極端に変化するのが特徴であり、染色タンクの入換その他

で決度の高い廃水が間段的l乙排出される場合と、すすぎ水のようなも4度の低いものが排出さ

れる場合とでその水質が異るのが普通である。

本実験の結果では、 24時間或いは 48眠ifl司の致死様！交が 13・4%つまり稀釈倍数にし

て8倍と可成り強い毒性を示した。一方主要化学院分の値をみると、 PH9・62は魚re対

3) 
する毒性の限度（ 9・2) をやや上廻り、過マンガン蔽カリ消資質や硫酸泡、蒸発残澄の

値も高いc もちろんこ乙 lζあげた成分のみで致死させるとは断定しがたいが、乙のうち硫酸

3) 
塩の値39 2 PP mは致死ill:(90PPm<) を遥かに上廻る値である乙とは注目される。

なお、アサリ閉訟率による影響議度 4）の測定結果は次のとおりであり、乙れは致死温度

の約延であった。

50%影響滋度（ED5 0) 
平均値｜信頼限度 回帰係数

2-89%14.10～2.04%13・12 

ちなみに、との工場の使用染料は直接染料（用途：無地約、硫化染料（無地潟、ナフ

ト－）レ染料（無地染、静J4を） 、泡基性染料、パット（強染〉染料（捺染）、アニリン黒（捺

ーもー



染〉である 0

4、下水処理場及び拍水場廃水（津守下水処理場、｛岡・中日・者協各抽水場

都市下水としては、家庭下水のほかに工場脱水、地表水、地下水等が考えられ、また家庭

下水は主iζ厨房の排水だけのものや乙れに水洗便所のし尿等が混合したものもある。従って

一概に下水処理持、抽水場廃水といっても、どの転の排水が主として流注するかによってそ

の水質に差異．があるが、上記の廃水をとの・ような観点から分先’すると次のようである。

津守下水処理主主r・・・・・・・・・・家庭下水と若干の中小工場廃水、し尿が流也

中島抽水場、
) ..........・・主として家陛下水が流注〈し尿の流注なし）。

粉浜拙水場’

佃 抽水場・・・・・・・・・・・・・・主として工場廃水（三協製紙廃水〉が流注

家庭下水が主として流注する津守下水処理場と粉浜抽水場廃水のお査時の水質l士、通常の

5) 
平均水質 l乙比して良好であるが、乙れらの原被・中では何等異常が認められなかった。中

島抽水拷の廃水で影響がみられるのは（ 4 8時間TL m: 6 5・2%）、治海低地滞の下水

が流注するため塩分が多く（境素監11 , 3 3 O PP m）、これが供試した淡水魚iこ影響し

たと考えられる。

工場廃水が主として流注する佃抽水場廃水は、 48時間の致死以度が 65・2%つまり稀

釈倍数iこして 1・5倍という結果が得られた。

5、河川i水（泉大津市内新JII・採水地点：中橋）

泉大津市内にある新JIIは河川というより染織工場廃水の排水路といった鉱があり、 PH値

も高く有彬物も多い。実験結呆でも 6時間の致死浪度が51 % （稀釈倍数にしてメ）とその

影響の大きい乙とが5あられたo

（担当 宮本街イ介、塩見明義〉

付録

3 1年度以降、化学、金属、染織、室主紙・パルプ、際造、皮革、下水等の各事業場廃水（30

事業場、 34年3月末現在）について「生物学的定置法J(Biocissdy ) 1こより水i室生物

l乙財る致究段度を測定したが、その結果6)7）は付表のとおりで・ぁ三。

事（三り 31 , 3 2 [if,j年！交の試訟は古田俊一．地見!ifJ義が担当した。

-7ー



得られた結朱はそれぞれ供誌ft;ψおお、水誌i等の実滋条件が異り、また実験例の僅少な業

主！｛もあるので、とれを普通的なものとして各初先水の毒性を比較するととは余り意味のないと

とであるが大吉かな値として用いれば一応次のように要約できる（付図参R句。

（？）或る和の化学瑚成水似品製脱水） Iζ稀釈皮肉・ 01 % （合）程度の強い毒

性を示すものが言Dウられたほかは、各業有iムも大体 1% （ー_j_ー）以上 10 0 % （原液）・－ 1 0 0 ノ

の範聞であった。

位）また化学及び染概水lこは他の業秘iζ仕立て毒性が強く、致死械が5% <-fif）から

2 0% （均の質問にある炭水が多いが、聖」紙・バルプ、金属、醗~の各旋水及び下水の

殆んどは 50 % （必）から 100% （原被〉の範．図であり 1 乙の毛1減水i乙は原被1pで何等

異常の認められないものも多かった。

付表 事業場廃水の致死以皮（ TLm) 

イ共試魚視
TLm （稀釈皮 %） 業 fffi 事業場名 実験中水温｛°（｝
2 ti時間 4 8時間

住友化学了f三悲乾
日出】 フ ナ 13.0～18・0 2・97 。

大阪ガス （酉日；〉 フ ナ 10～15 1 8・54 11・70

コ イ 18・5～20・5 8 • 8 5. 5 

も－ 河 工業 フ }- 19・0～21・0 5 , 7 5 5. 7 5 
’ 

トラエピ 16・0～20,0 3・40 0 • 98 

大 阪 金 属 コ イ 25.3～29・2 0 ・ 0 8 4 0. 00 7 7 

鐘 淵 イじ 学 コ イ 16・0～19・8 7 6 • 0 一

化学 コ イ 27・0～l,,0 1 2～1 8 1 2～1 8 

フ サ ョ： 業－ ネヅツポ II 1 6～ 2 0 1 2～1 6 

ワキン ’F 1 0～1 2 8～1 0 

コ イ 17・5～19,0 1・5～4・0 1 • 0～1 , 5 
旭 ガ フ ス

ネヅツポ ’f 1・90 1 • 7 0 

藤 ジミ 薬 品コ イ 18-0～剖.o 6 0～7 0 70～80 

（防！上活性炭） ーー－， イ II 5 0～ 1 0 0 50～1 0 0 

日 光 イ七 成 コ イ 15,2～17・1 o. 03～0,04 o. 03～o. 04 

一包ー



ーー

業 積 事 業 場 名 供試魚種 実馬会中水温W)
TLm （稀事技 %） 

2 4時間 4 8時間

日 光 イヒ 成 ネヅツポ 14 ・ 0～ 17• 0 0. 02 0-01～0.02 

一一
コ イ 27•・ 0 ～ 28-0 1 • 8-～1・9 Hi!～1・8

化 学 堺 化 学
ネヅツポ II 2・D～3.0 2.a，中3.0

住友化学工業（函.&-t) フ ナ ～25・6～ 原被Iドで異常なし

金 民 淀 製 銅 フ ナ 12～18 73・79
， 

5 7・28

大日本紡績 (Ill崎〉 コ イ 25-0～26-8 1 7 • 5 1 7 • 5 

コ イ ザ・0～21.。1 • 0～2・5 1 • 0 > 

染 織 不百 泉 染 エ ワキン 19・0～20・0 5.G～1 0. 0 2•G~ s.o 

ネヅツポ II 0.75～1・00 一

，忠 美 須 織 物 フ ナ 17・5～22・2I 1 3・4 1 3・4
I 

_31J 府 製 紙 フ ナ 5～1 0 i原被中で異常なし

一 協 製 紙 フ ナ 8～1 0 45.29 4 o. 9 3 

紀州製紙パルプ フ ナ 4～7 原絞中で異状なし

裂 紙
福 Llr ノマ ノレ プ フ ナ 8～1 0 5 2 • 97 52・94

パルプ

述 メ口入 紙 器 フ ナ 18・2～21・5 州沖で誕抑し

（抄紺3 フ ナ ，， 86・7 86 • 7 
三菱製紙

(C. P) フ ナ 2(). 9～22・5 占；；（松中で死亡率 50%1乙迷せ1

醸 z、t寿 屋（大阪〉 フ ナ 13°0～18-0 原蔽中で異常なし

度 革 大阪ffl・革（大和田） コ イ 11.0～19-5 33.0 3 3 • 0 

コ イ 19-0～21・0 4 • 0～6・0 4・ 0～6・0
大 野抽 水 場

フ ナ II 4 • 0～6° 0 4・fド 6・0

津守下水処理場（処理前〉
フ ナ ~.o ~ 22.0 原被中で異常なし

下 水 （処理後） フ ナ II II 

イ同 拙 7)( 場 コ イ 26・4～21. 7 6 5. 8 6 6 • 5 

中 品 λr コ イ 26.5～27-2 7 0. 8 65・2
I 

半分 j兵 ／／ コ イ 19・ 5～21・5 原~－中でJN1~·なし

松 下 電 器 コ イ 5～10 II 

その他

！大阪木材防腐 ワキン 15.5～17・o I C 3時間 0.022) 

-9-
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1)町田喜弘訳（1955）：魚煩i乙対する産業脱水の急性誌を評イ曲するための生物勃り定髭

法、水産増荊Vo・1・3, i0:2 

2）内海区水研（ 1956）：昭和31年度治伴水質委託調査資料「致死量の求め方J

ろ〉カリフオルニア州水質汚渦防止庁（日本鉱業協会技術部訳） (1952）：水質基準

(Waもer Q,ua工ity Criteria) 

4）藤谷超・千国史郎・山田義之（ 1958):1主：業脱水の貝類に及ぼす影響i乙関する研究

（第一報）、内海区水研研究報告第 11号

5）大阪市立御f(1955）；大阪市内各河川iの汚来状況（第三報）

6 ）大阪府水試（ 1958);U{j和31年度大阪和k弐業務報告

7）大阪府水試（ 1959) ：昭和32年度対反府水試業務報告

堺、具塚地先水質調査

( 1〕堺地先調査

堺市柏木町にある恵美須織物工場の廃水が同市湊町海岸lこ放出しており、染色加工を主と

するととから附近海面が岩色している。このため漁業者は魚が寄り付かないし又網が姉み易

いという乙となので、 28年i乙一度調査したが最近の状況について再煮をした。

工場は綿織物の染色でコールテン．ベツチンの無地染が 80%、捺主主が 20%で月産約3

万反。使用染料は無地染に直接染料、硫化染料、場基性染料を、捺染i乙はパット染料、アニ

リン染料を使用しているo廃水は通常 23 0ロケh踊 50 Om九日8時間操業であ

り約1・5Kmの専用無益排水熔を流れ途中l乙貯水泌があって海に出ている。

調査方法

1、j莞水の分析

3 3年 10月 13日 工場内最終炭水口で採水

2、海面喜美；査

1 0月 17 tJ、成＊＇乙よる滑色範 i習を観察し、乙れを分散域として、その中央部を南から

-11-



放出口！と向って縦断し 9地点（ 8七.o～8）で採水、次いで清水水域を技としてその

内外 18点（ St・9～26 ）の表層水を採水した。採水時は満潮前後である。 〈付図参照J

3、廃水の致死濃度

廃水のフナ当才魚jζ 対する致死泌度を測定した。

-1 2ー
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結果

1、原皮7}(1の分析 炭水の分析表

2 8年 7月脱水は IJleの操業訓，1J，こよって

常に一定していないので 1問の分

析で云々するととはできないが、

左表の通りアノレカリ性で有機物も

無掛物も多く含まれている。

3 3 月年
1 0 1 3日 ？日（参考）

pH  9石 62 .9. 0 

J主化物 巴／ε 徴 萱； :Q 

c・0・Dmg/1!, 
・．

73.45 82・04
硫酸 i盆 .II 3・92 徴 艶、

蒸発残溢 II 26 49 

揮散物質 ，， 
み10 93 

灰 分 I/ 15室 5、6 

2、水質

第 1 表 着色水域紛断水質 ． 、

事＼育英、＼ 。 2 3 4 s. 6 、7 8 

~：水時刻 f-41§ 110-15 10-20 10-45 n Or52 10-55 11-0 2 1ヤ白 11-12 

表層 8・10 7・92 8・10 8・ 05 3.00 7 .. 35 7 • 7 2 7・7( 7.14 
PH  

底層 7 • 4 7 8 • 02 8-05 8・10 7・99 7・88 7 • 90 6・81 7・60

Cl g/f 
表層 1 2・90市3・201 2・451 2・75河5・501'2・7513.05 1 2・rs12・30
底層 司3・05同3.05I 2 • 90 1 2・00n 2・9012・901 3 • 05 1 3. 5 0 12・60 

D・0 c/f 
表層 4・98 4・77 5,96 4・71 4・73 4 • 7 6 4 • 9 5 4.33 4・28
底層 4・39 4・94 5. 09 4 • 76 4・98 4・96 4・82 4. 80 5,91 

G・o.♂r:Y.e
i表府 1 • 7 1 • 3 1・1 1・7 1 • 8 5・4‘ 2・9 9. 8 s. 3 

底層 1・5 1・5 1・y 1・2 1 • 6 3 • 6 3°. 3 1・6 2・1

第 2 表 j昔色水域内水質 （衣層〉

陥ごと＼ 10 1 2 1 4 1 6 1 8 20 22 24 26 

t~~ 水時刻 11・261 1・27n 1・2811・29’1・301 1 • 3 2 11 • 3 ~ 1 1・341 1・36
F H 6,70 6. 7 0 7 • 22 7・69 7・75 7. 90 7, 9 0 7・98 B. ・o o 

は号／g 9・30円0. 9 5 ~ 1 • 5 5 1 2・301 • 7 0 11 • 7 0 1 2. 3 C 11・70 j 11・55l山口的 1 • 8 6・1 2・9 2・4 3 • 2 3,0 1 • 8 1 • 7 2・1

-14一



第 5 表 若色水域外水質 （表層〉

設計と＼ 9 1 1 1 3 1 5 1 7 1 9 2 1 23 25 

採水時刻 11・25 11. 2 6 1 1・281 1・？？ 11 • 3 0 1 1・31目1• 3 2 月1・34 1 1・35

pH  7・70 7.90 s.oo 7. 80 7.ヲ8 8. 01 s.oo s. 00 8° 00 

Ol ち／.e月2・7512. 6Cl 1 2 • 9 0 ~ 1・8512060 12・90同3• 0 5 1 3・35 1 4・70

C・O・Dア21 • 9 1・9 1 • 4 1・7 5・3 11・2 一 2・1 1・9

調査は満潮時（ 1 0時45分 大阪港） Iζ 行なたので滞j流はあまり大きくなくわずかに南

流しているとみられた。景色水域の南の末端から放水口にかけて中央部を較断は採水した結

果は第1表で廃水の混合分散状況を表底府の C工と c.o.Dから判断すると図1の如く lt1r:rで

は表層lζ廃水の勢力が強いが、 st・4・5・6の附近で上下

肘が混合し st.3以遠では均ーとなっているようであるo

st.4 の離岸距離は日浪~で大体250mである。

海水の PHからみると誌査時の防水は中性か或いは酸性であ

るがこれは廃水が長い水路と貯水溜を絞ているためであろう。

』‘ 凡例

C エ→ー－表層
一式ー底層

s. 0・D→ー表層
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図 1 廃水の混合状磁（着色水域の縦断線〉
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次i乙廃水がlf色しているので肉眼的lζ判,81Jできた水域の周辺にそってその内外で採水した

結果は表2・3であるが、 c・0・Dからみて大体差がでている。

泥質は観察の結果では排水仁川こごく接近した部分が黒色を呈している以外は通常の砂質で

あった。若色水域は排出量、風向、前流等lζよって影響されるので＇hi1乙一議ではないが、乙

の調査時においては関 2のように静出じ約1O Om、排水口から南へ約500 m位の範聞が

若色しており、 C・o.Dの特に高い地点は排水口に近い St 7・8附近で、あまり遠くに及んで

でいない。

との分散の結果を 28年iこ行った同様の水質務査のら0・Dについて比較してみると〈図3)

勿論調査地点や工場の操業状況が違っているし又拡散の方前九 c.οD値も風向、波浪、潮流

等〉ろいろ条何二lζ左右されるので同一条件として此萩できないが総じて言えそうなととは、

c.o.nの比較的高い区域は放出口より 200m位の範凶であり、満潮時には広くひろがると

共l乙停滞するので高くなり、干減時iとは潮lと乗って拡散低くなるようである。

3、脱水の致央濃度

廃水の致列誠度についての詰識については前記の「事却先水の水産生物に及ぼす影響試験

中陀記載しであるが、原庶水では毒性が認められ 50%致死波茂は大体10～ 1 5 %の波境

の聞に推察され～乙の献は C・O・D値を括採とすれば脱水の 10問稀釈認が 7mγr前後

となる。海面でとれ！と近い値を示すのは排水口lζ 近接した st.7～8ド付近である。

図2 33年 10月調査の c.o.n

.. ' 
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図 2 3 3年 10月調査のC・0・D
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要約

( 1) 着色水域は廃水量の外、海面i乙出てから風向、滞競争ζよって影響されるので常lとー

様ではないが、乙の調査時においては図のように沖出し約10 0米、南へ約500米の範

囲であり、肉眼でも充分判別できた。水質分析の結果からみると排水口l乙近接した S℃7

～8が高い数値を示しその外域25 0米の間で混合稀釈が行われそれ以泣で通常の海水と

大差がなくなっている。

(2) 原廃水i乙よる魚類の致列経過をみると、 50%致死誕度は大体 10～1 5 %の陥jで、．

C • o • Dを作擦として考えれば 1mv..e前後である。

（担当 兄部次郎・宮本総伶．佐凶東和均

〔E〕 長塚地先水質調査

貝塚地先があ丘工場廃水l乙よって汚染され地びき網或いは貝類の生息i乙影響を与えてい：る

というので、海面の水質謁査に先だって現地の実情讃査を行った。付区j7)如く艮塚市の海岸

は北は津田Illの少し北から、南は見出川のfHjで近木JIjの北側にあさりの漁場がある。

主な工業は紡航、染色、製鋼、製線で大工場は津田川、近木川i、見出川の中流部、南海、

阪和縦rniζ集中している。

河川はいづれも水髭は少なく夏は渇水する乙とすらあり、務査の水質は大体次表のとおり

下流部？で工場廃水、下水が涜入しているので正常ではない。乙とに近木川iは河口i乙近く染色

j可 JIIの PH 

河口か ，， 
河口 部の 状況河川 名

ら3Km
河口

河巾水 深 水色 泥 流 量1・5Km
11l 

3河川中津 回 Jlj 6. 0 6・0 6・0 5～20 1m 緑背色 泥~~い

津同多い田じ程｝Ii度と
αL 

近 木 JI i 6 • 0 5・0 6・0 刊5～2. 5 3 0..-..-5 C 紫紺色 泥誌も3

見 出 111 6・0 5・0 5 • 0 薄黄色 砂 少ない

中小工
｛前i 考 場のあ

る市街
地

（註） p Hは試験約こよる。
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付図具ほ市

凡例

総尺 γ5万

・2的k位位

←下水道

X 製鋼，鈍京

ム説殻，染色

、、 、、
、‘

工場がありその着色水が海lζ出てい志のが見立つし、やや上流訴の河床lま赤褐色を呈してい

るが鉄の酸洗廃水によるものであろう。又乙の雨戸iJJIiの問！と下水道が 4本海iζ 出ている。

以上のような知見のもとに海面の水質調査を行った。

罰笠方法

人泊lj 点

津田jliと近木川iの河口部及び沖合 50米、 10 0米のj儲！I乙治って 17点で表耐採水、泥ま

沖合50米の、測点で採泥した。採水時は落潮時。但し 50米神の 8地点は採水を二回実施し

？こs

2 、 ~i.',1 査項目

-19一



水質 PH, c.o.n 

泥質 色 お 観 察

潮流 河口郎で蛍光染料及び簡易浮椋で水深 1米附近の流向を目測し

fこ0

3、調査月日

3 3年 5月9日

‘－ 

結 果

；調到｝をは溶潮で河口部における流向土沖田川iでw～Sw、近木川iはNW～S Wと全面i乙広が

っていたようであるが、沖合の大きな液れは日→Si乙ゆ与やかな凱きと推定された。海水の Pri

は津田川寄の St・1だけが 7・8 で他は全部 8・2‘附近であったのでζの点では特l乙変化を

認めなかった。 C・O.Dは次表の如く部分的に高い地点がみられた。

C 0 Dの分布表作与／e)
貝塚地先海面 近木Jti南海面・・

潮 時 津田
2 I 3 

． 
民主JI i河 st.1 4 5 る st.7 8 

口 ｜口

落海；時！瑚習
海岸より （満滞j後2 〉5・69E・99 4・043・213.g7 2・31h • 73 4.23 3・70出．釘

5 0米沖
（満潮後同4時間）

2•81 7・633.17 2・395・535・2・ 4・132-06 

海岸より
St,9 10 11 12 13 14 15 16 17 

1 00浦中
（満潮後｜司5時的 2・56 4・283.04 2・842・.9.3 2・6C,5・34 2・563-87 

底質はアサリ漁場が除であるが他ば全部砂で津田JIi（乙近い S七・ 1・2がや h黒味をおびて

いたが、硫化物は含まれてないものと観察された。

以上貝塚市には工場が多いが河川iも水量が少なく下水最も特に多いとは認られないので地先

一帯の水質は河口近くは着色しているが、全体的に顕著な影響を与えているとはみられない。

（担当 兄野次郎、佐臨巨和夫、塩見切義）

nu 
勺乙



パルプ工場廃水の分散と

生物相への影響調査

昭和32年においては神崎製紙工場の廃水を対象としてその分散と生物相への影響をi品i査し

たのであるが、昭和33年度は市内河川itこ流入する三協製紙、別府製紘工拐の廃水及び市下水

管を糧て河川に流入する三菱製紙、連合活様工坊の廃水について調査を行った。

なおこの調査は農林漁業応用研究費で行った。

調査項目

1. 廃水の分散詞査

2. 生物調査

( 1) ベントス詫査及び泥質説j査

(2）岸壁生物調査

（ヨプランクト γ調査

14) 試験操業

3. 工紡詞査

以上の各項目について夏期、

冬期2回にわけて嗣査をおこな

ったo

調査結果

t 廃水の分散設盃

(1）三菱製紙、連合動議は工場

三菱製紙はG.Pと抄紙、連

合起碍由主抄紘工場でL 付図の

如く互に近接しており、！尭水

；ま一つの分岐した市水道に前

後して放流L下水道を経由し

三菱製紙、連合紙器工場廃水の下7随調査地点略図

ぐー一一 J II 淀

「三主：？
γJlr 



S℃1・

9 

2 

7 

4 

5 

6 

て河川に放流されている。即ち下7お副主三菱製紙のit’iぐ上流部を起点としており、その

後途中で連合紘誌の廃水と更に進んだ処て）般下水を合し下水処理坊に入り、活性汚泥

とエアーレイシヨンによって処理された後中津川に放流される。処道場迄の距離は約

7QOmである。

（い下7]0草の水質調査

処理場までの下水道の水質諒澄を6月26日にS℃. 1～？で採水し、 PH.CoD. 

DO.蒸発笈留物と流最を誤lfiEし第 1表と凶 1の結果を待た。

即ちこの下水道は S七. 1が起点となっているので S℃. 1から S℃. 4までは殆

んど同工場のj尭水がそのま L流れており、 S七. 4の一般下水は少なく処理場の前前

で約2.H音量の他の下水ど混入し、 C0 Dで約72 ppmあった2工場の製紙廃水は

6 1 ppm に低下し〈一般下水の C0 Dは計算上 51. 5 Ppm となる〉処理場に入る。

処理水の C0 Dは 61 pp m から 28 pp m と46%低下しているが、蒸発銭溜物は

631PPIDから 706PPIDと増加している。

第 1表下水道一処理場開の流水と水質

st，の説明 流 盆
水 質

PR CoD 蒸発残置 DO  ．． 

ton ppm pμn ∞／る
下水道起点 6 • 9 2 3 8 • 8 3 3 34 0. 9 3 

コ菱P製艇；
G 廃水

7 . 3 1 8 0 . 5 8 685 2. 6 4 

21・，686。
抄紘 fJt水 〈訴j査時の流子主〉

7 . 1 0 6 5. 0 5 3 7 0 4. 6 7 

今
． 

i品合廃水
6 . 6 O 5 6 • 3 l 3 2 3 4 . 9 2 

連合抄紙器
紙廃水

査1時9,094 
（訟j の流量〉

7 . l 0 8 2 • 5 2 4 7 7 5. l 7 

2工場混合廃7} 6 . 8 2 7 1 . 8 4 530 7., 7 6 

下水混合 混入量少い 6 . 9 9 7 1 . 8 4 5 5 7 S. 2 4 

処理1前混合廃7』 処量舟理流天時入下平水均 7 . 0 S 6 1 • l 7 6 3 1 L 41 

処理 j芝水
87,868 7 . 3 0 2 8. 1 6 7 0 6 0. 2 4 
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下水管中における C0 D、蒸発卦栓の分散図 1
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中津JIIrこおける水質調査

下水処匙場て弛の下水と共に処理された廃水は中津JIIに砂流されるo 中津川比と流

、．．
 
，d 

h
H
W
 

は毛馬から淀川水を導入しており、下流部には船舶の航行時のみに使用される閉門と

3 0日C1 9 5包〉と 5月 14日く 19 5 9）の2回、下水処理排水口に7Jlj凶の如き

浮標 5簡を投入し5～10分毎に浮擦の移il却を追い、その移最出主点で上下｝刊の7.Kを採

りPH,Cl,CoD,DO等を調査しTこ。なおこのJIIO）水は百iJ記の如く下流からの

湖の彰容は全く受けず、かなり滞留するので下水処理廃水中の汚泥やその他の工場廃

水によって水色も黒く透明度は下流部でU3～U6mと水質は良くない。誠査時には

水位調節の水門が闘し、て流下している状態の下に行っているがヲ月の時は干潮時で旦

調査は9月中津J11の水位調節用の水門があって、それから下流は正蓮寺川に統く。

3月は落減時

で風向が逆であったので浮標が排水口附近に停滞したと恩われ、分散を充分担握する

ことができなかった。水質調査の結果は第2表であるが？月の詞笠の結呆を図示した

のが図2でこれによって考察すると当日の処理場の廃水の Co D 1主41ppm で排水

つ風向がこれと問方向て背擦は下流に向って水門近くまで移動したが、

と低下し口附近は上下層とも約 20ppm 、それから下流 35 0 m附近で 1O ppm 

-23-



第2表中津川における水質調査

9月30日調査

浮標番号 投下時 浮 標 浮 標 2 浮 諜 3 

浮標f多動距離m 。1 3 0 2 0 0 3 7 0 4 5 0 5 5 0 7 0 0 5 0 5 0 2 0 1 2 0 1 7 0 3 6 0 4 5 0 5 5 0 70 0 

経過時間
12時 1 3分 2 6分 4 S分 60分 7 6分 9 4分 5 分 1 f，分 3 5分 1 0分 2 2分 42分 5 7分 7 2分 B 7分

58分 後 a 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後

6.4 6.9 6,9 6. 7 6,7 一 7.0 6.9 7. 1 7,0 7.0 6,8 6,8 6. 7 6.8 
p 日

一 7.0 6.8 6,8 6.9 6.9 7. 1 6.9 6.7 一 6.7 一
41.4 23. 2 21,4 4.0 4.3 24,l 20. 2 22. 7 24, l 21.1 14. :J 5. 1 s. 3 6.8 

COD 
P.PID 一 20. 8 20.6 一 5.5 一 22.1 19,8 22.6 25.7 22,7 4.7 一

1. 68 1. 67 4. 79 4.48 3. 70 5.16 .. 1, 44 1. 88 5.97 2. 17 2.04 4,40 3,46 4. 26 4.05 
DO 

CC/L 1. 27 1. 63 一 1.0 6 1. 51 1.88 l. 97 0.16 一 3 .14 

水深 m o. 7 1.4 : 1.7 一 2. 1 1 1. 3 1. 7 2.2 2. 9 0.1 0,9 1. 7 
』

l
N今
！

〈誌〉 浮按穆必ai長出自主排水口から浮認の移虫I）した1:1浪lj距離である。

5月 14日調査

浮球番号 投下時 i 浮 保 浮 標 2 浮 掠 3 

浮徐砂動距離m 。I 0 20 I 5 1 5 4 1 0 2 0 30 4 0 1 0 r:o ・ 2 0 4 0 6 0 

l 0時 5 分 l 5分 3 0王子 3 7分 S 7分 5 分 1 5分 2 5分 3 5分 S 5分 1 l分 2 l分 27分 39分
従過時間

59分 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後

p 日
7.3 7.4 1.0 7.3 6.7 6.8 7. 1 7 .s 6, 8 7 .3 6,7 7.0 6. 7 7.3 7.3 

7, l 7.1 6,9 6,6 7.3 (). 8 7.Q 6,8 6, 5 9,0 7.5 7.0 IJ.6 6,6 6. 9 

o OD 
14, 34 11. 90 10.70 15.35 11. 70 11 .Jo 13.12 13. 32 12. 92 12. 72 10.30 12. 92 l 2. 12 

ppm 17.16 11.70 13,32 12, 92 11, 30 14.14 18. 38 13 .52 14. 94 11.Jo 12. 52 13,921 9.28 14,34 12. 52 

水深 m 2.0 1.0 l. 5 l. 0 1.0 1. 5 1,0 1, 5 1 .o 1.0 1・o I 1. o 1.s 1.0 



ており、又 DOは 1.50 Cパ，

であるのが C0 Dの 10 

ppmになったF付近で4

CC/L に回復しており、

このF付近で一応一次的の

混合が行われていると考

えられる。経過時間は

40 分で~た。

(2）三協製紘KK工場

この工場はG Pで新陶原

越えを製造している。！走水は

付図の如く｛国島抽水場に近

い市の下7お昼を経て河川に

放流されている。この抽水

揚は佃島全区の下水を無処

理でポンプアップして桓門

殿川〈神崎川〉に放流して

いる。ポγプの能力は 32

m//min 1日10時間運

転で 19,200111；＇の抽水

量である。三協製甑；の廃水

盆は、 7,00011t である

ので%強が混入している

ことになる。

（｜） 下水道の水質調査

包月 22日下水道の

凶 2 中津川における浮標移動と C0 Dの

分散図

(1958.9.30尚査〉

COD 

、、J..O

調
査
時
の
風
向

I
l
l
i－
－
v
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水質について凶の

れで飴kしたも

のを訴i査した結果

が第 3義国3であ

る。これから三協

製紙の廃水が入る

前の下水は、

CoD tま155ppm

沃度消費b:8.22

ppm と高く又蒸

発残直、も極めて高

し、特徴があり、パ

ルプ工場廃水は蒸

発残澄は少ないが、

沃度消費盆が高L、。

三Ttii1~紘工坊位置及

び下お菖前査地点凶
至こうべ

至
お
お
さ
か

これらが混合して

st. 2, 3の下水

となり、抽水場に

人っている。抽水

劫は貯水槽の貯水

状況により出1けっ

的にポγ プアップ

しているので、 f）誌

溜と・誌合による成

分の変化が CoD 

と沃度消責主主にみ

られた3

第3表 下7ね直一抽水場目当lの流主と水質

下水道

S℃ St の説明 vrr. 武
水 質

PH 。L COD lJO I2消費i辻 蒸発残在

般 下 水
七on l. 60 g’iーT, 154.fm o.Jic’ バa 8 .22 ppm 12, orf1 一 6. 8 

6 三助製紙 G.P 廃水 7.2 七γ 266 .1 1,8 3 16. 64 872 

5 ~ 抄 rii；麗＊ 7.3 ’， 145 .1 o. 4 8 l 6.9 5 251 

2 /,, 廃7kilも合下水 56,160 6.8 1. 2 5 153.4 1. 09 11. 34 9, so 3 

3 ::'r. 、 上 （詞宝3；ゆ瓶投算） 6. 6 1. 30 ! 28. 9 0 .2 6 17. 74 1 0, 24 7 

I 4 I拍水場貯水脱水 6. g l • 30 843 1. 6 2 30. so 10,265 

-26-



下水管中における C0 D蒸発支持法の分散凶3

！蒸
発

E残
Ii査 ppm

州..・¥・ ・＞・・・；…….. 1 ・・・・… l・ ・・ { ・ I 12000 
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左門民生川における水質詞査

前述の如くこの抽水揚は貯水状況に応じ向けつ的にポンプアップするのでその

、．，i
 
l
 

，，
 

．．
 
、

放流協始して暫時経過後排水口附近に浮擦を投入しこれを追跡して5～10分毎

干出Ht寺の3函5月 19日は干磁潮の 2回行つ

た。

事ii崎川｜は大体流・却の極めて緩慢な川で浮擦の移動i主流れよりむしろ放出する水

落？月 5日には満に採水したo

9月 5日はかなり風があっての刀（或は風向風刀〉，こ左右されるようである。

函 4の如く各制時とも一方にかたよった。

これを第 4表の水質品1査からみると、排水口を中心として波紋状に拡散然し、

なお塩素立からみると排水口附近ほ表面に多く分散しているするようである。

傾向は認められる。このことは3月の訟j査水質からも云える。
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凶4 左門殿JIIにおける浮擦の移動状況

9月 5日

満潮時

風向

一一→

〆J

9月5日

干潮時

風向
一ーラ

-2b一

／ニザ

3月 19日

滋諒特

-....... 



第 4表 左門鮫川における水質調査

？月 5日調査

Lイ）満潮時

浮標番号 投下時 浮標l 浮僚 2 浮；僚 3 

浮標識動距離m 。 2 0 2 5 S 0 7 S 1 0 0 2 0 4 S 7 0 9 0 

1 0時 5分 5分 1 55:,'- 3 0分 4 5分 5分 1 5分 30分 4.5分

経過時間
1 3分 後 後 後 後 後 後 後 後 後

6.8 6.6 6.6 6.6 6.7 6.7 6.6 6.5 6.9 6. 6 
p H 

7.4 7.8・ 1.0 6.8 7.1 一 一 7.6 7.6 7 .1 

6.45 4.50 4.却 4.50 4.65 4.95 3.90 4,80 4. 35 4.20 

cι 
fl/ .l 14,85 18.00 12. 60 9. 60 12.45 一 一 11.10 17. 40 13.20 

24. 49 29.59 27.55 16.33 24. 49 13. 27 1s. 31 19.39 18.37 19. 39 

COD 
ppm 

18.39 12.24 16. 33 28.57 21. 43 一 一 32. 65 19. 39 18.37 

透明度 m 0.3 。 今 ，〉
’ー

I/ 。 。 ク 。

水 深 m 3.0 3. 0 3.6 2.0 1.0 4.8 3.8 3.8 

’一

（ロ）落潮時

浮標番号 投下時 浮標 浮骸 浮犠 3 浮標 4 

浮標移動距離m 。 2 0 l O 0 3 0 9 0 2 5 6 0 30 1 0 0 

l 0分 l 5分 1 0分 25分 1 0分 2 5分 1 0分 2 5分

経過時！日］ 1 2時12分
後 後 後 後 後 後 後 後

6.6 6. 7 6.6 6.6 6. 6 6. 6 7.0 6. 7 6.6 
p H 

7.7 7.4 7. 6 7. 5 6.7 7.2 6.0 7.4 一

5.25 5. 70 s. 55 4.95 4. 80 4. 65 4. 95 5.70 4.80 

むL
i' /.l 16.35 16.臼 16. so 16. 35 6. 00 1 s. 75 5.85 16. so 一

12. 24 15. 31 16. 33 2 S. Sl 16.33 23.46 25.51 1 s. 3! 16.33 
COD 

ppm 
18.37 15.31 14.29 2 s. 51 15.31 22.45 16. 33 15. 31 一

透明度 m 0.3 ク 。 。 ，， 今 ウ 。 今

深 m 3.0 3.0 4. 1 3.0 3.0 3.8 4.5 3.0 I. 0 ． 
〈註） 浮標移動距離は排水口から浮擦の移動した目担IJ距離である司
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料干潮時

浮標番号

浮設移動距離m!
経過時間

p H 

Cf, 
P/f., 

COD ppm 

透明度 m 

7.k 深 m

5月19日調査

(1）干潮 時

浮標番号 投下時

浮探移動距離m 。
経過時間

11時

10分

6.9 
p H ー..ーー

7 .1 

6. 30 
巳ι Y／.ι 1 s. 90 

19.19 
COD ppm 

11,91 

* 
b、得k守、． m 1.5 

（司法 潮 時

浮標番号

浮犠移動距離m

経過時間

p 日

む..t ? ／.ι 

COD 
ppm 

水 深 m

投 下 時 各浮標共通

。 8 0 

1 5時 03分 5 分 後

6 . 8 6 . 8 

6. 8 6 . 8 

6. 0 0 6 • 0 0 

6 . 4 5 6 . 0 0 

1 4 . 2 9 1 6 . 3 3 

1 6 • 3 3 1 8 . 3 7 

0 . 3 。
3 . 0 2 • 8 

浮 士U主Z主ミ 浮

40 80 80 40 40 80 ちo
5分 1 0分 1 5分 20分 5分 10分 1 5分

後 設 後 後 後 後 後

6.5 6.7 6. 6 6.5 
浮 浮

6.5 

7.0 6.9 一 一 掠
6,5 

2.70 2.85 2.85 2.25 2.55 

12.30 8.40 8.40 一 3. 60 
tこ

45.44 44.02 44. 2 4 46,46 l司 同
48. 48 

13.32 19.39 一 46.66 
じ じ

l. 5 1.5 0.5 0.5 0.5 

投下時 浮 ぢ：i 浮 -t~{ 

。 60 6 0 4 0 

l 4時40分 5分後 1 5分後 5分後

6.9 6.4 6.8 6.6 

6.6 6.6 6.5 6.9 

4.80 3.90 3.90 3. 7 5 

6. 15 7.65 4.20 7.20 

54 .15 5 6. 76 58 .5 8 58.58 

57.96 20.20 57.56 21.20 

1,5 1. 5 1. 0 I. 5 

-30ー

同v,< 2 

40 30 60 60 

2.0分 30分 40分 50分

後 後 後 後

6.5 6.6 6.5 6.8 

6.5 7. 0 6. 7 6.8 

2. 70 2.70 3. 30 4, 35 

8. IO 12.00 1 o. 50 11. 85 

46. 06 47. 86 58.58 45.04 

4 3. 42 20.40 18. 78 I 5. 7 5 

l. 5 2.0 1. 5 2.0 

2 

40 

l s分後

6.7 

6.7 

3.45 

7. 35 

59. 58 

59. 18 

1.0 



．， 

( 1）別荷製紙は工場

この工場は神崎川の左岸神崎大橋の下流約 10 0 mの所にあり抄紙工場で、廃水は 1

日約3,00 Om九直抜川に放流している。よって8月20日、 5月 12日の2回前述の

浮t訟を排水口

に落しその移

動した場所に

おいて上下層

の水を採り水

質調査を行つ

Tこ。浮擦の移

動状況は図5

水質は第5表

である。なお．

こ保子は浮擦

を4i間使用し

丈こが4恨め：か

たまって流れ

たので 1っと

して採水しTゐ

廃水量が

別府製紙工坊位置図

3,0 0 0 m3であまり多くないが浮擦の移動状況からみると 8月 20日の満潮時は上流に

向って流れており、落．干潮時は一時上流に向い途中で下流に向って流れ出している。

これは排水口附近は放出水に乗りその流速の強い向はその流れに従っておるが、 J11は干

．落潮時で徐々に下流何司って流れるので次いでこれに乗って移動したと考えられる。

従って、この場合も三協製紙工場の例の如く、廃水は排水口を中心として半円形に水

塊をつくり次いで徐々に河川水の移動に伴って上下に移動する口叉 3月 12日は落潮時－

で，孔も少く浮擦は下流に向って早く流れた。新千舟大橋附近でC0 Dが著しく高くなっ

ていることは凝問視されるが制度も低いので他の廃水の流入とも凡られるo いづれの場

合も神的川自体が全体的に種ー々な廃水が混入してC0 Dが高い河川であるので、分散範

囲を明確に摘み仰なかっTこ。
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図5 浮擦の移動状況

一：
3月 12日

落潮時

可決ーG ---..-.._ 

ひ 三ト一一可～＿rJ

空之

8月20日詞

第 5表 持崎川における水質調査

③満潮時

経 j邑 時 ！間 10民主1S分 15分後 2 0分後 25分後 30分後 3 5分後 4 s分後 6 0分後

浮保移動距離 m 。 2 O 3 5 .5 O 6 0 7 0 8 5 1 0 0 

7. 0 7. 0 6 . 9 6. 9 7. 0 6. 9 7 • 0 6 • 8 p H 

7 • 2 7. 0 7 • 0 7 • 1 7. 1 7. I 7. 0 一

1 1 . 2 11 • 3 1 1 • 3 I 1 • 2 l 1 • l l 1. l 1 1 • 2 l 1 • 0 
むι

P'/L 1 4. 0 1 2. 4 1 3. 1 1 3. 9 l 3 • 9 1 3. 2 1 1 • 2 一

5 9 5 8 56 6 8 5 9 6 9 6 1 5 7 COD  
ppm 

4 7 4 9 4 6 3 7 34 3 5 5 5 

透 l_ljj 度 m 0. 2 。 今 ~ ~ 今 。。 ~ 

! 7J, 怯 有l 2 • 0 1 , 7 1 . 7 1 . 7 2. 0 2. O 0 • 8 一． 
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＠落潮時

経過時間 13時00.分 5分後 1 0分後 115分後 2 5分後 35分後 45分後 55分後 6S分後

浮捺移動距陵m 。 3 0 5 0 8 0 8 0 6 0 5 0 2 O l 0 

7. 0 6. 9 7-. 0 6 • 9 6 • 9 6 • 9 6. 9 6 • 9 6. 8 
p H 

7. 0 7. 0 ・7 .• 0 7 • 0 6 • 8 6 • 9 6 • 9 7 • 0 6 • 8 

1 o. 3 1 0. 8 1.0 . 4 1 0 • 4 1 0 • 4 9. 2 8 • 9 9 • 0 9 • 0 

Cf, 
P/L l O. 3 1 2. 3 1 2 .• 6 1 0 • 4 1 0 • 4 9 • 8 1 0 • 3 1 0 • 1 9. 0 

6 ・5 6 6 6・5 6 7 6 4 5 6 5 6 6 6 6 9 

COD 
ppm 

6 4 5 5 44 6 7 6 1 6 7 5 7 6 8 7 1 

透明－度 m 0. 2 。 。 4 。 // (/ 今 。 t』

水 深 m 2.0 i 1.7 1・.7 0 . 7 0 • 7 0 .. 8 1.1 ! 1.s l 一
、

の干潮時

経過時倒 15時305: 5分後 1 0分後 1 5分後 2 0分後 3 0分後 4 0分後 5 0分後 6 0分後

浮標移劫距離m 。 20 4 0 5 0 6 0 50 30 1 5 1 5 

6 . 8 6. 7 6 . 7 6 • 8 6. 7 一 6. 6 6. 6 6. 4 
p 日

6. 9 7 • 0 6. 8 7 • 0 6. 8 6 . 7 b. 9 6. 6 6 • 6 

8 . 5 8 • 6 8. 5 8 • 6 一 戸 一 一 一
巳ι

P-/L 1 0 • 3 1 1 • 4 1 0 • 8 I 2. 3 8. 6 8 • 5 8 • 6 8 • 0 7 • 9 

8 1 8 4 一 9 1 96 一 8 7 94 1 4 6 
COD 

ppm 
8 0 6 2 7 0 8 4 8 4 8 3 8 2 1 4 2 9 5 

透明度 m 0. 2 今 今 。 今 。 今 (/ 。

水 深 m 2 • 0 1 • 8 1 • 8 1 • 0 1 . 0 1 • 0 1 • O 1 • 0 1 • 0 

〈証）溶存酸素は満潮時る0分後の地点において 1.4b80／之あったが、他の地点l土皆無で

あっTこ。なお浮標移動距離は排水口から浮援の移動した目担IJ距離である。

ヲヘ
J
V

コ「』



5月 12日 干潮時

極過時！HJ 1 0時 15分 5分後 1 5分後 2 5分後 3 5分後

浮標移動距離m 。 1 O 0 2 0 O 4 5 0 7 5 0 

透

7. 0 6 • 9 6 • 8 6. 8 1 • 0 
p H 

6. 8 6 • 2 6 • 7 6. 6 7 • 3 

2. 5 2 • 2 2 • 2 2 • S 2 . 7 
むι

？／.ι 
7. 3 8. 8 4 • 6 3 . 9 1 1 • 7 

1 5 • 8 6 1 4. l 4 3 6. 2 9 34 • 2 9 1 4. 7 l 
COD 

ppm 
I 6 • 0 0 I 4 • S 7 1 4 • 5 7 l S • 4 3 7 • 5 1 

2 • 6 4 2 • 9 6 2 • 8 0 2 . 3 7 2 . 2 S 
DO 

CC／，乙
0 . 2 2 l . 5 2 l • 8 l 2 • I 6 2 . 7 6 

明 度 0 • 7 0. 7 0. 4 0 • 5 0 . 8 

2. 生物調査

神崎川、正蓮寺川を初め大阪市内河川並びにその河口周辺の河底、海底はパノレプ廃水に

阪らず多くの工拐廃水或いは都市下水の沈殿性物質が長期に亘つガ註樹して泥質を悲化せ

しめていることは既に数度の制査で切らかなことであるo この研究では工場の廃水の生物

相えの彰替を見出そうとしたものであるが、前項て強ベた如く下水と混合するお合も直接

川に辰水している扮合もその特定のj発水だけを追跡することはこの調査では闘難である。

従って以下各生物相の調査もこれらの廃水が混合された総合廃水としての影響を考えてみ

Tこし、。

( 1) ベントス調査及び泥質調査

先づベントスをその底質と共に白月 29日C1 9 5白〉と 5月4日C1 9 5 9 ）の 2

回付図の地点で調査を行った。調査にはベツクマン協己器を用い、 1 rimの簡で泥を水洗

し残ったベγ トスをホルマリンで固定した。泥については C0 D、慌化物、 工L等につ

いて分析を行つTこ。その結呆は第6～7表である。（ベントスの査定は内水研北森良之

介氏による）

寸交に水質汚濁のベントスに対する影響として、北森氏；主

出現する生物種の減少。 多毛獄の出現比率の増加並びに具頬、甲殻類その他の激
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少及 び多毛類
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出
a

C

の増加等を挙げ

ている。 表中上

記の条件に合地す

る地点は8月、 5

月共にSt.7，臼

1 5 , 1 6 , 

1 7の神崎川、正

蓮寺川の内部でベ

γ トスがし、なし、か

ベントス調査地点図

5万

． 
5 ． 
4 ． 
3 ． 
2 

或いは極めて少な

い。底質の化学性

性状と比較すると、

切らかに、有機物、硫化物が著しし、値を示している。殊に C.Cap i℃a七θ は8月に

S℃． 7，包， 15 , 1 6にだけ見られたものである。 S℃. 4 は旬月にベソトスを

見つけてないが、これは、採取上の欠陥と考えるo なお貝~が臼月には河口附近に、

5月には河口かられF合に出現しているが、後述の試験操業による貝類の呈乙息調査におい

ても同様な傾向で冬に稚貝が出現しても又の生息には不適でないかと思われる。

底質の化学的性状からみて河川以外の瓶面も相当有機物、硫化物が多くなり広く汚濁

が見られるが、ベントスく特に多毛類〉の異状な生息範囲は汚溜区域中の特に汚染度の

著しい狭い範囲と考えられるo

「「．
vzJ 



第 6表 ベントスと泥質

8月29日調査

""- ン ト ス 泥 質
位置の

－貝h 類S七 多毛類 甲殻類 COD 全硫イじ物｜遊降硫 工L
説 明 化物

種類 数 種類 数 種類 数 II，苛／？ m<J/p ~/? 明6

7 130 。。。.,, 0 "'7 3.88 0 .175 0. 31 7 1 s.16 
ト旬副ーーーーー

~品

2 神崎 t-11 7 Q £: 
ヨ

36.86 1.370 Q.091 14.07 142 。。
ト，ーー争ー－・

ー． 司匂

3 東淀川 6 109 。。。』 o.;, 91. 57 1.・607 o. u2 12. 78 

一
4 沖 tロ~ 。 。。。。。 38.95 0.767 0.081 13.t>2 

トーーーーーー

8 149 。。。 ｛！ 73.03 1. 294 0 .060 9. 74 

6 河崎ji 阿口 7 2 43 。。。。137.98 1.631 0.160 17.60 

7 6 48 2 3 。 ｛！ 7.18 0 .3 63 Q.088 18.74 
同ー一ーー 神崎川

8 4 4 3 。。119 .39 o. 774 。 12.97 

9 。 。。。。。39 s.21 s. 323 O. 207 19. 87 
砂・・－ 神崎jII河口

10 2 。。。。11 s. 63 3,312 O• 277 1 o. 25 

11 新淀川河口 3 3 。。。。48.28 o. 651 Q.044 12 .8 3 

12 
新淀川

49 3 13 5 2 .• s 1 0,・546 Q.O 16 11. 74 
ドー－

13 4 78 。。。。 8,75 0.094 ・.O 一

14 正蓮寺川河仁 11 23.74 0.55b O .021 6.69 

15 2 。。。。 70. 6 8 0. 152 0. 447 17.t,3 

一
lb 正蓮寺川 。 。。。。。428. 91 3.293 o. 620 31. 59 

1－－・目

！仰20I 17 。 。。。。。 5.713 j 0.443 33.b8 
． － 
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3月5日調査

"" ？ノ ト ス 泥 質

位置の

S℃ 多毛類 貝 類 甲殻類 C.0 D 全硫化物lj珪能倣 工L

説 明
化物

種類 数 租類 数 種類 数 Tll!J/Y Tllf//y ITi可Yv '1J 

2 29 。。。。26.77 0.102 0.164 12. 06 

』ーーー

2 神崎川 3 30 。。16.13 o. 600 0.084 6.83 

炉・圃．．． 司，，．

3 新淀川 3 42 2 品 。。 33.57 2.129 o.239 12. 58 

ド町田ーーーー

4 手ヤ lロ〉、 4 17 5 。。l却.04 19. 210 . 1.021 30.59 

一
s 5 46 2 。。 16. 55 0.765 0 .056 10. 33 

6 3 38 2 2 。。 39.85 0.552 0.216 16. 59 

回向・－噌・・・・ 神 崎川

9 9 29 3 17 2 26.45 0 .626 0.164 12.14 

』ーーー 河 口

10 2 28 5 。。 16.29 0,606 0 .159 8.19 

？ 。 。。。。。 51. 96 1. 79 2 O .449 15. 75 

ヤ・．． 圃．．．．． 神崎川

8 960 。。。。48. 72 10. 61 7 0.354 17. 69 

15 40 。。。。17.28 5 -142 0.211 9. 62 

一
16 正蓮寺川

。。。。20.97 0.555 0 .188 10.ti7 

一 。 。。。。 o I! 22 9.1s 26. 730 1.036 30. OS 

〈託〉 S℃. 1 1～1 4欠損IJ
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第 7表 ベ Y トス分類表ー l

1 9 5 9 • 8 • 2 9 詞査

i記~；；；~~二l J 丁一一
日班Jriconerni s im]:a.℃ients clapared.Ei 7 ！？ 2 2 2 7 

i斗よ？E泊eUioneroisSP. 11 5 5 

1ildα止工1iaSF. 

Prionospio julX)nicus omd.a 3 3 1 9 十一一
多

6 I 
ー一－ー

Prior担 sr吐o8P. 2 

R℃nosl)io民nnata 9 4 7 5 l 1 3 1 9 5 

Nereis SP. 5 

Goniada SP. 2 

毛 Chane SP. 2 

Ne:phthys SP. 

泊 ploscoloploske沼aa11lonss(1Plntosh) 

類
l>UdDU.i五iaCb立osa.M1r四1Zelユer

Syllis SP. 

_Sp::. 0 SP. 
l 

NO℃O mastus SP. 

和 類 数 7 6 。 8 

個 体’ 数 1 3 0 i 1 4 2 1 0 9 。1 4 9 2 4 3 

モ プf イ

ア →I}- リ

類
;f;- トーギス

積 類 数 0. I 。 。 。 。 。
問 体 数

甲 Qr出泣i:iierellajop::nica Stephensen 

殻 よ工 ピ

類 種 穎 数 O I 。 。 。 。 。
佃 体 数

総 種 抄~ rι，λ ~ 7 。 8 7 

個 件数 1 3 c, 1 'i 2 I O 9 。1 4 9 2 4 3 
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7 8 9 I 0 I 1 I 2 I 5 I 6 

2 
ーーー』ーーーーーーーーーー一司

2 2 

1 2 4 9 7 2 4 

8 
ー．一

2 

3 

1 占

l 6 

3 I 

。 6 4 4 3 2 。 。
。 2 4 8 4 4 9 7 8 I I 。 。

3 

2 

。 。 。 3 。 。。 。
3 1 3 

。 。。 。 。 。 。。 。
5 

。 8 5 3 5 4 5 I 2 。 。
。 2 2 l 7 3 7 8 5 。 。

． 
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第 7表 ベ γ トス介類表－ 2

195 8. 3. 4. 2司査

一二二？一三とこ 2 4 

i Cap i℃el工a Cap i℃ate SP. 

Iβani ra Yheloni Yβln:gr可311

多
IUrrbric onereis im:i:atien也 Cla}:arede 8 1 0 6 '1 

2 1 1 6 3 5 34 

｜ 五切句僻a七加ran巴ne叩 lit臼℃α均怠山泊均 Cbiaji jχ i 
・・・・－・－ ー・園田咽・ー・・・・・・『’4・・ー ー

pseadonereis SP. 

毛 Nereis SP. 

I世田Pせ108yol:r!.h紅lion.sisy,olontooh 2 

巧之 明 5 

必辻.ouinia.C()!ll)sa lぷre!Eeller 2 

Goniada SP. 

奴 ’J.'eleISaVl沼 cos七arumcユa:r:ared.e

N O七ama s℃us Sp. 

Aud.ouinia SP. ' 

Prionospio SP. 

Chone SP 4 

極 奴 数 2 3 3 、 4 

伺 体 数 2 9 30 42 1 7 4 6 

’亡 ガ イ 3 5 2 

l、 ツ ロ プf イ

ゴイサギガイ

不 明 貝
；ヌ

種 狽 数 。 2 

f忍 体 主主
。 4 5 2 

ニ乙 ．ム ン’
其。 種 類 数 。 。 。 。 。
他

個 体 数 。 。 。 子。 。

総 種 類 数 2 4 5 s 6 

個 体 数 2 9 3 1 4 6 4 8 
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6 7 8 9 1 0 1 5 1 6 11]  
ー

1 3 6 9 6 0 4 0 

4 4 

3 2 

2 3 2 4 

！？ 

3 2 2 。
3 8 1 3 7 9 6 0 2 9 2 8 4 0 。

． 
、

． 

2 。 。 3 〆 。 。 。
2 。 。 ！？ 。 。 。

2 

。 。 。 2 。 。 。 。
。 。 。 2 。 。 。 v 

5 2 9 3 。
4 0 1 3 7 9 6 O 4 8 3 3 4 0 。
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(2）岩壁生物詞杢

~ミ澄工拐ο排水口から河口にいたる問の岩壁lて附着している生物を採集して水質の汚

染との関連を見出さんとしたもので、 8月28日（ 1 9 5 8）と 5月 10日（ 1 9 5 9) 

の2回付図。地点であi査を行った。生物表は第8表である治、とれをみると洞J11の奥は

全〈付芳生物は生育していない。河口部亡近づくにつれ戸生物が認められるれ 5月（

春うには神崎川と正窪寺JiIの河口よ.!JLOOOm上流附近までアオサ狽（一趨瓦で左

いようである。〉が汚水や泊等で発育状態は惑いが着生している。とれは夏K向うに従

枯死するが8月にも河口部vc若干見られた。フジツポは夏に多〈繁殖するが河口部の海

水が多〈接触する地点に見られた。特ζS℃. 1 4が顕著であったが、最も突出した処

であb海水の置換もよぐ且切k質も淀川水であるので、との海域としては良好左事Kよ

るものである。とれらの傾向を付図K挿入してみた治三 3月のアオサの介布線がS七．

1 1～1ろが欠測とをったので、淀川の両岸は結んでい左い。とれらの線がとの7k敏つ

分布限界と，思われる。

岩壁生物詞査地点並びK生物分布図

t:III江口アオサ（ 8月J

。。。。。 フジYポ（ 8月〉

フジツポ（ 3月〉

l
 

l

・
－
 

寸・寸＋＋寸・

~o~r J少？⑬
a 話、．／

nt /"  ＼長もど
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第 8表 岩壁生物

S七 8月28日詞査 3月10日調査

アオ→f}-、フジツボ、カキ アオサ

2 アオサ 今

3～8 生物左し 生物なし

9 /,, アオサ

l 0 .. 。 ・． /,, 

l l フジツポ
， 

欠顎I]

－． 
l 2 円P 。

I 3 // ’〉

1 4 フジツrKカ杭カラスガ2イ アオサ、フジツボ
、

、

l 5 フジツボ d』 、

l 6 アオサ アオサ

！？ 生物左し ウ

I 8 。 /,, 

I 9～2 0 。 生物左し

(3）フ．ランクトY調査

付図の起点vci.，いて夏季8月28日、冬季5月 10の2回調査を実施した。採集は北

原式定量ネットによ b、垂直曳（底よ b表面及乙句く平曳を行い、ステγベルピペット

によタ鼠助性プラクト γKついてのみの算定を行った。その結果各地点氏名、ける出現状

況を示すと第8表の如くである。即ち季鰯りには各洞J11を除く地点｛〈むいてば夏季は出

現粗狽も少をぐ（各点2～ 4種）個体数も 1, 4 0 0個（S℃ 14）から 10,200

個（St : 1 0）程度で冬期の 9, 6 0 0伺（St .りから 20 , 1 0 0伺（St• 

5) (re比べて迄かに少在い。各河川について見ると夏季は5河川共、プランクトンが全

然見られなかったが、 5月は神崎川のS七. 8 (reむいて、 10,500個体が見られた

ととから、他の河川IV<:沿いても相当量出現するものと思われる。 （淀川正蓮寺川ve:t,,
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いては干滞持のため水深が極端に浅

〈採集が困難であるため欠測した。）

しかしいずれにしても河口附近と河

川内とでは主的K相当の差が見られ

た。

一方出現在顎についても、 図 6

K示した如〈特K目立つた傾向は認

められ在かったが、向調査地点の中、

比較的汚染度の高いと思われる立誠

(S℃. 4、5、6、1 1)及び神

崎川（S℃ .8) k限って

Paracalanus arcuicornis 

Dans,Polychaeta larva 

採集地点略図

／ 
〕－－－－ ・－－－ー＼、¥ 

が出現し、桜わ片寄抑：見られた。ー殻的傾向として、防kの影響。7.jjい夏季は冬季

(1CJ:七して出現在百又は少をい。特にS℃. 6に£、いては、 Calanus finmarchicus 

の一種類という極端左例もあった。季節的Kは、 Noctiluca mirabilis 

macartney が8月（て全然見られ左かったが5月には全地点K出現しその誌も極め

て多い。なお、全調査也点にないて出現した租翻は夏季7租（主要租・ Calanuo 

finrnarchicus Gunnar）冬季 11種（主要魯 Noctil.uca 

mirabilis macatney,Calanus finmarchic uθ 

Gur:ner）であった。
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8月28日調査

図 6 プラ γ ト出現状況

1 ・ 2 ・ 3,4,5•6 7•8·9•10·11 ・ 12113; 14 15 •l 
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第 8表 各地点に出現した個体数

3 3年 8月調査

出現一一種一一類一一 一一ーー一一ー一ーー一－一一一一一一一S℃ 2 3 4 5 
司白『『ーーー‘ー

No cじi1 u ca m 1 ra bi 1工s maca r七noy 

Copepoda naupliu s ユarva 
62 5 313 

Polychae七a ユarva 

Parac a工anuβa rcuicornis Dana 

0 i℃h ona sp. 

Caln.nus finmarchicus Gunner 3200 2400 2190 940 1500 

Ti n七innopsis sp. 

δag i℃a sp. 400 300 313 313 

Evadne Nordmanni Lovon 300 

?ado n 工euchar七i

Pen iユia schmackeri Piehard 2800 3600 2190 625 900 

3 4年 3月調査

出元五一一一一一一」L 2 3 5 

No c七iユuca mirabilis macartneア 5785 ~i~8 14320 30240 30240 
1005 4020 

Copepoda naupユius larva 2010 nii 1~iH 
30240 50450 

p oユych e七e ユarva 1005 
10090 20100 

． 
?arac aユanus arcuicornis Dana 1005 

20100 
1005 

0ithona sp. 4500 10090 
005 

Calanus finmarchicus Gunner 5800 7900 40300 70250 
1005 

Tin七innopsis sp. 1130 

Sag_ i七a sp. 

Evadne nordmanni Loven 3850 1130 

Podo n ユeucha r℃i 1005 
10090 

Pen iユia schmackeri Richrd 
『 1005

〔誌〕 単位は個体数／ぱ 上段は垂直採集 下段は水平採集
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(4）試験操業

新淀川河口附近はモガ

イ、アサリ、 シデミ等の

貝演、シラウオ、ウナギ

等季節によって行う漁業

があるが、主なものは貝

類を実換とする漁業であ

るo よって河口前回を小

型底ぴき綱（石桁網〉を

試験操業地点図

ー一切

用い 11月21日C1 9 

5 8）、 2月1'9日C1 

9 5 9）の2回、図の地

点で貝類の色日、状況を調

査した。

絹は図示した2個使用
し15分えい網したo

結果は第9勤こ示す通り漁獲物の殆んどがそガイでその他アサリ、魚類があった。 11

月の結果では S 七.2 • 5 の中央部に成只が最も多く、神的J11:1凶k流河口前は鼠め

××xxxx 1 1月調査地点

2月調査地点

て少なく且つ死貝が多いが 2月はこれに反して、 S t . e • f • Cの北部寄りに 9mm

以下の椎貝が多く淀川i寄りは少なくなっている。これは北派流が南派流より汚染皮が高

く水量も多いが、冬期は若干回復するので、推艮の成育は一応可能である。

夏期水温の上昇に伴って泥質の悪化が俗隼され貝類の生息を困難にさせているものと

思われる。その他魚類掬こエピ、カレイも 2月に比較して 11月i’こ少ないことも、季節

的消長以外に底質、水質の汚染と関係があるように考えられるo
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,,, 

石桁網

肩 巾 1. 40 m 
石

爪の長さ 2 7cm 

爪の間隔 3cm 

爪の数 28本

第？表 試験操業による漁獲物組成

1 1月21日調査

モガイ

契約F宝 殻 長 組 成 殻長の大きさ 議：そ霊お！
st 9沈n

1 r9mn 2~9M 3~9 u 
4 0 M 

死貝！室量 個数 以下 以上
最大 最小 生貝

fl 281 会主主 事
3.掃5 78 .f 1 S.事7 

% 1llJll, 匁m <J, 20% I 
2.1 48 16 80 

ーーーー

2 765 18 6 。17.2 70.4 9.7 2.7 48 12 80 20 

3 120 16 。12.S 2 5 .o 56.3 6.2 47 13 60 40 

4 80 20 。4 5 .o 40.0 10 .o s.o 42 1 5 20 80 
ト・ーーー司自・ー・ーー－・』 一一一

一 791 0 .8 57.l 39 .4 2 •. 7 。39 6 一 一

一 一－ 一一一一一 ・←，日一一ーー喧

560 137 。24.8 56 .2 15・j 3.7 I 47 ! l 3 一一
． 

その他の魚貝類

…！アサリ そののカ位イ二；τ”－； ..:f,.=z:..尾ピ！ ガザミ ーG℃ 
ムラサ・

キガイ

1国 1個 5偲個尾尾 尾尾

2 3 1 f対 5 

3 6 

4 3 

s 4 
－・・畠 -・ ー・一一ー

6 1 b吋
ー一 一一 －干－一一一
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2月 19日詞査

モガイ

村j絹 1回当り ll 殻 企F士〈吉 組 成 波長刀大きさ｜ 生の只場主死尽合 ！ 
s七

I 9 友工1
10 1すM 2~1 守協 3~9-mn 

40 1i'.JJ-Z 最大 f最小1τiユl孟E可r 作t／；』 ポ弘4’ r 

i以下 以上 死え

ifo 告 1各 I 
係

611 38.鴨5 
% T,/.,7, r:u., % L，、． 

37 3 
。 95 31 16 .1 51.6 22.6 6.5 3.2 41 8 28 72 

C 3,215 267 15 ,4 18. 7 0.7 50 .9 14.3 52 3 73 27 

d 330 482 75 ,5 17.8 s.o 1.7 。49 2 48 52 
。 4,790 1,009 46 .1 22.6 1.1 26 .9 3.3 47 4 70 30 

f 2,360 550 63.6 10 .o 0.8 22.5 3 .1 44 2 80 20 

その他の f.{t貝類

G℃ ｜ノミ イ ツメタ iその他
フグ カレイ ハゼ ブf ツ

ニL ピ カガイのカイ チョウ
ーー

個 1＇同t』 f回 個 尾 尼 尾 尾 1昆己L

b 3 9 0 2 
C 6 4 7 1 
d 4 

向6
。 3 1 3 5 3 
f 4 4 7 

（ミ主〉 モガイの重量、殻長測定は死尽を含まない。

3. 工場調査

工場名 三菱製紙 聯合紙器 三協製紙 別府製紙

所 在 地 福島区大関町 福島区大関町 西淀川区｛田町 西間｜｜区千舟町東

作業員数 3 1 6名 一 1 0 0名 7 2名

五妥生産品目
銭高番、

段ボー／レ
新聞用紙

白抜段オミーノレ原紙
其の他 チープポール祇

主妥原料名 原Sp木〉パ屑ノレ紙プ（ SK, 屑各種荻パノレプ、 原木各種
府紙業パルプ

路用7J水t長註
〈佼〉

20 000 七 1 70 0 0 ℃ 7 00 0 七 3000七

I 下水処理場中浮一 ！！下水処理場一 下水管左一流水河川 川 中津川』 門段川 神 的 J 11 

-so一



芳察

1. 廃水の分散域を調査するための水質調査

( 1）三菱製紘騎合紙器工場廃水CGP及び抄紙〉

両工場の防水は市の下水管に入り一般下水と浪人して、下水処理場で浄化後、正惑寺

川を経て海へ出る。

廃7.Kが下水管に入ってからJ11へでるまでの水質変佑（分散〉は C.0, Dについてい

えば防水口から処理場までの同は他の下水が泌入しても C.0. Dの値は 70 P‘P. 

M前後で殆んど変｛じはないが、浄化されると 30P.P.M程皮に減少している。この

水が中津川へ放出されるのであるが詞査の結果下流35 0 m附近までが分散の範図で、

これに要する時間は 40分であった。其の後は河川水自身の C • 0 • Dも高し、のでパノレ

プ廃水との判別は困難である。

(2）三協製紙工場廃水（ GP)

本工場の廃水は一旦市の下水管に入り、そのままポンプアップされて左拘殿J11へ放出

される。廃水の C • 0 • Dは 14 5～266P.P.Mと相当高し、が約2倍註の下水も

C • 0 • Dの値が 150P.P,M前後もあるので、パルプ路水の混入による水質の変

化は特に認められない。 J11へでたパルプ廃水を合む下水は表面を分散するが特にパノレプ

廃水の分散としてその範図を確認することはできなかった。

(3）別府製紙工場廃水

本工場は排水口が直接神崎川にでており、廃水は黄褐色であるが、神崎川自身が黒色

を帯びているので肉眼的な判別は困難である。浮慌自跡による分散域詞査の結到来向等

の影響を受けた場合もあったが、概して潮汐の変｛じによって分散状況は左右される。満

潮時においては各調査地点とも水質の差異を特に認められなかったが、干満時において

は廃水口附近より下流 5om位まで上下府共に汚濁度の高い水色の分布を確認した。

2. 生物調査

( 1) ベントス調査及び泥質調査

ベントスについては神的川正遊詩川内は出現する生物が少なく且つ汚濁皮の向い指

標生物と考えられる Capi七ella cap i七ate を認めた。但いこの訴法海成。

底質の化学的性状からみてベントスの異状生息範囲は汚濁の特に著しし、決い区域と考え

らまもる。

各工場排水口附近の泥は有機物が多く完全な腐敗泥となってし、る a 殊に正選時川では

-S.1-・ 



C. 0. Dの値が最高642,20P.P.Mと著しく多い値を示した。侃化物もこの

地点では 5, 7 1 3呼／ずとなっている。河口に向・うにつれて、 C.O.D.{Dtt化物も

値は次第に減少している。泥質についても特にパルプ廃水の影響と他の要因を明確に判

別することは困難であったが、 i記質悪化の大きな原因。ーっとして認め伝れる。

l2）岩壁生物詞査

宕壁生物は左門殿川神崎川正蓮寺川とも殆んど着生を認めず、わずかに河口部に

「フジツポ」 「アオサJ「カキ」等の皆息を見る程度て・あった。

(3) プラ γ トク Y調査

プラγトタンについてみれば夏期冬期共に神崎川、正慈寺川の河JII内及び河口一帯は捻

団体数が少なく、河川！の上流（廃水口近く〉ではプラゾクトγの出現を認めることが出来

なかった D

(4）試験操業

河口附近の試験操業の結果数種の魚貝類がぬ獲された。組成の大部分はモガイで冬期

においては左門殿川寄りに多量の棲息が認められたが、夏期には水質の良・好な淀川l寄り

に多かったo

又泣守段jり寄りにおいては冬夏期拘E貝が多く採取される杭この附近はパルプ廃水

を含む汚水の影響により水産生物の棲息i’こは好条件でない環境を呈しているものと認め

られる。 〈担当 兄部次郎〉

-52一



資源調査

小型底曳網漁獲物資源調査

前年度に51続き内海区水産研究所の委託をうけ調査を行った。

本調査の目的は内海区水産研究所において行われている瀬戸内海及び隣接海域における漁業

資源を構成している各種魚群体の生態的特性並びに餌料関係〈捕食魚と餌料生物との関係〉を

質的．量的に明らかにするを目的とした資源調査の一環として行ったものであるo

獄験項目

1. 調査地

大阪府岸和田市

2. 調査期間

昭和33年 4月一昭和34年5月

3. 調査項目及び方法

(1）標本採集
1 1 

標本船一隻を選定し毎月 4航海（連続採集〉について各航海毎標本一～ー量を
6 15 

無作為採集を行った。

( 2）漁獲組成

尾数組成．重量組成

(3）体長組成

漁獲（探本〉全f!.1..積について 50尾を目械に体長測定〈穿孔法〉を行った。

(4）精密測定

漁獲物ぐ標本〉の内魚食住魚類（種類：一 内水研指定） 3 0尾について次の測定を

行った。

i ）個体測定
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ii ）性別

iii ) 生殖制捜

iv) 胃内容物（餌料生物の極類．個体重量．復元に要する個所の測定〉

V)  年令査定用鱗及び南陸骨採取（現物内水研あて送付〉

調査結果

t 標本船操業状況及び原本採集経過

1 ヶ年における桜本船操業状況及び標本採集月日~に 1 航海に対する標本抽出比を示す

と表 1, 2の通りである。

井 1 表 標本船操業状況

ー

4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 1 0月 11月 12月 1月 2月 3月

石桁 比ピ漕 エヒ惇 叡曳 iエヒ・i哲lエ凶曹 根曳 援曳 仮曳 使曳 エ凶曹エヒ惜lエヒ澗 石桁石桁 石桁

操業日数 10 7 18 2 19 7 ！？ 22 ！？ 12 20 H 11 15 ！？ 

操業回数 124 23 33 25 76 31 2 30 303 203 46 38 61 44 178 216 2 Sl 

井 2表 標本採集経過 及び標本最

月 回数 採 集 日 及 び 抽 出 比

IO C-- 〉 1 3 （一 〉 2 2ぐー 〉 2 6 （ー 〉

(/ 2 ( 1/8 ) 4 ( 1/8 ) 5 ( 1/1 0) 6 ( 1/6 ) 

6 ,.,, 4 ( I /6 ) S ( 1/8 ) 6(1/6 ) 9ぐ1/8 ) 

今 4 ( 1/1 2) s C 1/1 o) 6 ( 1/8 ) 9ぐl/18) 

8 か 1 ( 1/1 3) 2 ( 1/1 4) 4ぐ1/13) 5ぐ1/13)

9 ~ 2(1/16) 3 ( 1/1 S) 5ぐ1/14) 6ぐ1/13) 

1 0 'l 4ぐ1/9 ) 8 ( 1/9 ) 1 2ぐ1/6 ) 1 3ぐ1/6 ) 

1 1 ，， 3 ( ! /6 ) 4 C 1/6 ) S ( 1/6 ) 6 ( 1/6 〉

ク 4 ( ! /6 ) 5ぐ1/6 ) 6 ( 1/6 ) 11ぐ1/8 ) 

今 11 ( !/1 7) 1 3ぐ1/16) 1 S ( 1/1 2 ) 2 0ぐ1/17)

2 今 S ( 1/1 2) 9ぐ1/8 ) I 3 ( 1/1 7) I 4 ( 1/1 8) 

3 ク 4ぐ1/1S) S(l/16) 9ぐ1/8 ) 11(1/16) 
ーー
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2. 漁獲組成

1ヶ年を通じ漁獲された魚類は 51種でこれら

の月別漁援組成はう{73表に示した。

なお前記 51種の中主要魚類〈比較的酬に且

つ相当量漁獲されるもの〉について‘その出現状

況は対7 1図の如き季節的消長を示した。

更に全漁獲物を魚類．エピ類．シャコ‘その他

の甲蕗頗〈イシガニ．その他の雑ガニ）I欽体類の

5種に大別し諜県別による各々の漁獲組成を示す

と分4表沖2図の僚な結果を得たがエピ漕網‘石

桁網は漁獲対象としては大体同じ漁具であるが板

曳網の場合は魚類を目的とした漁具であることを

如実に示しているa

分2図 漁具別漁獲状況

分 1図 主要漁獲物の

月別出現状況
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漁獲物について各々の体長組成を示すとうや5表計73図の如き結果を得た3 これらの中主な

漁獲物について体長組成を検討すると、

』之、 ツエソ

ミツエソは 4月～ 12月の間に漁獲され体長組成は相当巾の広い狩.5告を示している各

月における体長組成については測定尾数が少ないため詳細な検討は出来なかったが大体

ーも5-



2つの魚群が認められたo即ち春から初夏ぐ 4月～ 7月〉にかけて魚砲される比較的大

形群ぐ 10 0～2 0 Q,r..,;z）と 8月になって現われる。体長 10～8 OMぐモード 40～ 

5 Onu1）のものがある。 10月になると前記ガ巴群が漁獲の主体となって現われるが‘

1 0月～ 12月には小形．大形群が相当混獲される傑になる。モートを追って各々の成長

度を見ると 4月のモート・ 13 0～ 1 4 Omnのものは 12月には大体 23 om~前后に達し

8月に現われる小形群は 12月までに 1O 0mm内外に逮する嫌である。

マアナゴ

マアナコ・は 4月ぐ体長ち o～ 10 0mm）から 8月ぐ体長 10 0～ 1 4 Onuz）にかけて

比較的大形詳が漁獲されるが 9月に入ると前記ガ~群は影をひそめ代って体長 6 0～ 

1 0 071ll'l内外ぐモード 80～9 Ou）の小形群が漁，獲の主体となって現われるJ この両

者は混獲される傑な事はなくこの小形群が 12月まで漁獲の対象となる。その陪jの成長

はあまり顕著ではなくそのまま越冬するものと忠われる 8月まで漁獲された大形群は？

月を境に外海又は相当な深みに移動する事も考えられる。

マガレイ

マガレイは 4月から翌年 1月にかけて漁獲されるが大きなもので体長 18 OM前后で

その殆どが未成魚であるoその中で大体2つの魚群体が見られた。即ち 4月 I 5月には

6 0～ 1 6 011li程度の若干メヨ惨な魚群が漁獲されたが 7月に入ると体長20～ 6 Ou程

度の小形群のみ魚獲されている 8月．？月は大体この小形群が主体としこれに 10 0～ 

1 4 Om厄程度の大形群が若干混獲され休長組成も複雑となっている。 10月以降は更に

反転して 4月 I 5月に漁獲された大形群が漁獲の主体として漁獲されているこの大形群

の 10月以降における成長は殆ど認められなかった。

ネヅツポ

ネヅツポは全漁期を通じて漁獲されていて体長範囲も非常に広範て常に大小が混獲さ

れている。しかし大体において 4月～ 8月空では体長80～ 1 8 0匁局室度の大形群が主

体となり？月以降は 40～1 0 QmJJ程度のものが主体となってこれにそれぞれの体長範

囲のものが若干混獲されているといったものである。

テンジクダイ

テンジクグイの産卵期は 7月～ 8月の盛夏といわれてし、る。従って 8月を堺に矢張り

＊ 体長＝吻端からmrn中央部までの長さ

→6- ~ 



2つの魚群体が見られる。 1つは 4月から 8月に糾ナて若干の成長過程を来す産卵群によ

って博成され 7月8月は体長 60～ 9 0 ,r,d程度の親魚が主体となっている。？月に入ると

体長30～5011U程度の若年魚と 70～ 90M前后の新魚が大体相半して混獲されるが

1 0月以降は前記親魚が劫ど影をむ、そめ？月以後に発生した30～5 Om.ui程度の小形群が

翌年5月頃までに 50～ 7 Ommまでの成長過程を経て漁獲の主体となっているo

トラフグ

対波湾では8月から翌年4月にかけ漁獲される杭全期を通じて体長5Ouから 18 0 

m程度の小形なもので大体一つの魚群体で偶成されており各月各々の成長過程のものが漁

獲されている。

成長は8月から翌年 1月の問でそード501IU功hら150u程皮の成長を示した。

イボ ダイ

イボダイは元来外洋性の魚践であるため毎年盛夏C7月～ 9月〉に若年魚が 1時湾内に

侵入し底曳網で漁獲される期間は僅か5ゲ月程度であるが、その問急速に成長し 7月モー

ド80～9OMのものが8月には90～ 1 0 0川 ？月には 12 0～ 1 3 Om説呈皮に成長

し外海に去る。

大仰こおし、て小形群で大きなもので 15 011'.n内外である。

加日
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今言

アカハゼ

ヒゲハゼ

付／＼：丹
20~ nr九四 % 

20日戸Jに6Ji 

20「J工7只

トラフク．

ネヅツポ

8D tlUl¥ <IO 100 18 O 1111Tl 20 100 

体長

4.精密測定

( 1）調査魚種及び測定尾数

マアナゴ 295尾 タチウオ 44尾

ミツエソ 1 5 5尾 シログチ 2 8尾

アカハゼ 5 5 1尼 計 1, D 7る尾

(2）餌料生物

マア ナ ゴ

220mm. 40 

前記魚種に捕食された種類及び尾数を示すと第6表の如くカタクチイワシ〈ミツエソ〉

ハゼ類（ミツエソ、シログチ〉とエピmeマアナゴ、アカハゼ）が主な1耳料となってい

る。

吏に各捕食魚別摂餌状況を示すと 7～8表の如き結果であるが特にミツエソ、マアナ

ーも8一



ゴの場合はその食性に極端な相違が見られる a即ちミツエソはカタクチイワシ、ハセ類

を中心に魚族のみに限られているがマアナゴはェピ:Zlが主食となっている。

(3）性比

雌維の性比についてはミツ・エソ、アカハゼ、マハゼの他は生殖巣が非常に未熟で且つ

尾数も非常に少ないため検討することは出来なかった。

早 る 不明 備考〈採用期間〉

ミツエソ 1 4 3 1 1 8 ・1 4 5 〈’ 57 • 1 1月～’ 59 • 4月〉

アカハゼ 4 6 2 3 5 5 3 1 6 （’ 5 7 • 7月～＇ 5 8 . 1 2月〉

マハゼ 1 5 9 8 6 3 7 ( ' 5 7 • 1 2月～ I 5 8 • 4月〉

(4）成熟度く卵巣〉

成熟度については、アカハゼ及びマハゼの他は殆ど未成熟で検討は出来なかった。

アカハゼ

アカハゼは量的には底曳網の主要漁獲物で殆ど終年魚獲されている。

盛熟期は大体 1月から5月までで5月には完熟卵をもった親魚が相当数見務ナられて

おりその産卵期は 4月を盛期として3月～5月がその産卵期と推定される。

E糊過程は成熟期以外は殆ど卵巣監抵0 • 1 0 m 9以下であったが、 1 1月に入

るとやや肥大した卵巣が見られる。 12月に入るとかなり成熟に近し、〈卵巣重量

0 • 1 0 m g以上〉ものが目立って来る。 1月1・こl主体長 13 Omn以上のものでは殆

ど成熟品立と考えられるもののみとなる。 2月になるとやや小形なものく体長 120

mn）も卵巣重量 1.00m9以上となり、 5月には完熟卵が相当見られる様になる。

1尾の平均字卵巣は大体 14,000粒である。

マハゼ

マハゼは 12月～5月の冬期に限り体長 100.0ru功、ら 18 0. 0九鬼の大形魚

のみ漁獲されその殆どが成熟卵をもっている所から見ても産卵のための深所〈湾中

央部〉への移動と考えられる。成熟~D1主アカハゼと略々同様で 5月には放卵後と J思

-s 9一



われるものが相当見られた。産卵期は大体アカハゼと同様4月を盛期として3月～

5月の問と~、われる。

1尾の平均字卵数は25,000粒であった。

〈担当 巻田一縫〉

-60一
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第4表 1航海（ 4航海平均〉漁獲割合

年月 一 一一一
’5 8 ~ 6 7 8 

種類
~ 

4島 ヲb ヲb 重量タ
重量タ 私 重量タ 重量タ 重量タ % 号も

京t 類、 30 .117 37.2 9,840 18 .J 28,016 19.2 125,193 56,3 162,507 70.8 

一一号 一一一一一一
一日 ビ 類 30,753 38.0 20,496 38 .2 67 ,488 46.2 11 , 79 3 5 .3 12 , 722 5.5 

ツ ヤ コ 11,987 14.8 3,547 6.6 5,514 J.8ι 13,540 6. I 26,970 11. 7 

その他の甲軟類 7 ,157 8.8 19,175 35 ,7 44,213 30 .3 68,267 30.7 16,304 7 .1 

秋 体 頭 919 l.4 597 1.1 793 0 .s 3,585 1.6 11 , I 09 4.8 

一一
唱 A

1 0 1 1 1 2 2 

重量タ C島 盟批 fl R品 話口 9
.,, 

近量タ P島 思量 'I 'fl, 

ー九日切l

20,663 25.6 20,780 25 .1 41,123 34.0 35,842 52.7 20,078 25 .2 

34,496 42.8 23,361 28,2 39,156 32 .3 11 , 992 17,6 8,314 10 .s 

3,500 4.3 12 ,266 14.8 19,363 16,0 11 ,082 16 .3 7,838 9.9 

19 , 086 2 3. 7 2 S, 002 30.2 19,280 15 ,9 7,921 11. 7 42,335 53.2 

2 ,913 3.6 1,376 1.6 2,202 1.8 I, 139 1.7 985 1.2 

3 計

監量；タ 省 震盈タ % 重量 9 % 

16,651 24.8 28,591 28 .o 539,401 40,4 

18 ,323 27.3 49,066 48.0 327,960 24.6 

11,138 16.6 3,196 31.3 129,941 9, 7 

21 ,OH 31.4 19,911 19.5 309,748 23.2 

I ,422 1.4 27 ,040 2.0 



第5表 主契機獲物体長組成 C4航海分計〉

ヒゲハゼ

7ト宅一一I T 
1 0 1 1 1 2 2 3 4 

1 5 

40 1. 6 

40 1 8 1 s I 7 0 52 

6 5 4 1 4 6 36 62 2 8 2 8 7 8 i 1 1 2 
5 0 1 0 0 28 54 5 2 1 3 9 1 8 5 4 2 1 0 50 1 4 3 2 5 9 1 5 0 

2 6 2 8 6 5 2 2 4 0 5 2 1 8 4 1 9 2 412 1 6 3 2 5 3 9 3 4 2 1 4 
6 0 2 4 2 5 8 1 44 3 0 3 6 2 6 8 4 2 5 2 2 3 0 1 1 4 1 5 7 6 5 4 2 6 0 

3 6 4 1 3 2 2 6 0 540 6 8 6 1 2 0 3 6 6 2 5 6 1 2 1 5 3 4 2 5 2 5 0 
7 0 3 8 6 68 2 9 6 2 6 5 3 6 0 4 2 2 5 8 9 0 l 8 0 68 

1 3 8 2 8 2 5 2 1 9 7 1 1 0 3 0 40 ！？ 1 2 7 I 30 
80 2 6 1 4 7 2 6 8 1 4 6 1 6 

1 5 8 
9 0 

1 0 0 
． ーゐーーーーー『回』宇’ー ーゐ．ーー・ーーーー『ー

．．テγククダイ

[~ls 6 7 8 I 0 1 1 1 2 3 4 

j 0 84 

5 4 8 4 4 5 I 6 6 
4 0 1 4 4 1 1 2 1 1 7 7 8 2 9 3 0 54 

1 7 6 6 2 I 8 2 7 8 4 1 6 2 9 0 1 0 2 1 1 3 7 6 2 6 2 7 6 
5 0 1 5 2 7 8 2 0 0 2 7 2 0 4 1 6 8 2 9 6 1 4 2 2 1 8 

1 6 0 1 6 0 1 8 439 2 7 2 7 8 2 8 8 2 0 4 290 ! 344 98 / 286 
6 0 44 1 5 0 9 4 5 5 9 2 7 2 2 8 2 9 4 1 S 6 1 7 0 3 2 5 5 2 ・1 2 6 

30 2 7 2 6 0 4 0 1 1 4 4 5 1 3 2 3 2 6 3 0 3 354 1 6 l 34 
7 0 , 4 2 1 9 8 9 0 2 9 3 8 4 1 5 1 2 l 6 8 2 0 0 2 6 9 6 9 9 4: 

6 2 1 8 1 7 6 2 5 1 1 6 6 5 4 6 2 1 6 2 4 7 4 
8 0 1 4 6 1 4 6 2 3 7 84 9 6 8 1 7 2 4 

2 4 1 8 2 6 4 2 6 
9 0 8 1 3 1 4 

ー一一

！寸江！ー←「一一
“ 

ーらも一



アカハゼ

みおと 5 6 7 8 9 1 0 3 4 

S 0 1 8 

1 8 6 8 

6 0 1 2 1 8 2 8 1 2 8 2 3 

6 6 2 0 3 6 2 8 4 2 1 4 60 3 1 6 

7 0 1 4 2 1 2 42 2 7 3 6 1 3 2 3 0 9 8 6 7 1 4 6 5 2 

2 6l 30 1 2 0 2 6 1 2 4 6 0 1 9 2 so 1 3 9 1 4 0 1 9 6 l O 2 

8 0 2 9 0 4 8 1 9 0 5 2 8 3 7 8 2 '2 8 1 4 8 3 2 5 2 0 3 4 74 1 2 0 

2 6 2 4 6 1 S 2 1 1 7 2 8 6 0 1 5 0 1 0 0 2 6 7 2 6 6 4 5 6 1 4 6 

9 0 2 2 0 9 0 1 7 4 1 3 2 2 8 l 8 1 6 2 1 6 0 3 0 7 1 5 4 330 1 5 2 

1 34 6 8 2 3 2 7 9 2 8 2 4 1 7 4 1 2 6 4 0 1 2 0 5 4 3 6 1 0 8 

1 0 0 5 2 6 6 264 5 2 1 0 1 8 48 l O 8 4 2 O 2 0 7 11 3 1 0 8 

2 2 4 8 1 0 8 6 6 6 2 4 1 1 0 1 7 O 1 7 4 1 2 4 7 4 

1 1 0 1 4 2 4 8 0 2 6 1 8 1 4 8 1 3 l 6 6 2 6 8 0 

2 2 7 2 3 9 1 3 1 2 1 0 2 1 9 0 4 9 5 0 4 2 

1 2 0 8 6 3 0 1 5 2 41 

1 0 1 2 34 5 4 

1 3 0 6 49 1 6 3 2 6 

1 4 6 1 6 8 6 

1 4 0 1 6 8 1 2 

！？ 8 1 8 

1 5 O 2 0 6 1 6 6 

1 6 

1 6 0 6 

1 0 

1 7 0 8 

1 8 0 8 
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マアナゴ

ぬと 6 8 1 0 1 l 1 2 3 4 

l 3 

5 0 

6 0 

1 5 6 
． ， 

7 0 1 4 ¥ 6 6 

1 8 6 1 8 3 6 

8 0 1 0 4 1 9 1 2 9 8 8 

5 0 6 1 4 60 1 0 0 ; 6 

9 0 1 0 5 2 0 1 4 3 0 7 2 6 ! 

1 0 2 2 2 1 5 1 2 7 8 44 

1 0 0 4 2 3 6 6 4 1 4 3 2 

一－ ・ー 一一一
1 1 8 l 8 9 6 I 3 1 4 48 

1 1 0 6 0 1 5 4 6 5 

． 
6 1 9 4 3 9 6 

1 2 0 2 6 8 0 5 2 

6 5 

1 3 0 9 I 

1 3 

1 4 0 2 6 

-68-



マガレイ

！みギL5 6 7 8 9 1 0 i 1 1 1 2 2 3 4 

4 0 6 
守司戸回目－＞－・

1 8 

5 0 ． 

90 1 5 
ー一

6 0 36 1 3 ． 

7 2 1 3 5 2 
． 

7 0 1 8 3 9 79・ 

1 8 39 2 2 8 

8 0 2 6 134 6 

6 5 1 7 9 

9 0 1 3 1 3 8 6 __J 

3 9 41 

1 0 O t 4 1 6 

1 4 

1 1 O 1 4 

8 6 

1 2 0 2 8 1 S 

‘ 
1 4 

1 3 O 1 3 2 8 6 

3 9 42 6 6 1 7 ． 

1 4 0 1 3 55 1 2 24 8 6 3 1 6 

1 0 ！？ 2 8 6 1 8 

1 S 0 1 0 2 6 2 8 so 8 

1 4 1 8 1 2 3 3 

1 6 0 1 0 1 4 6 1 8 S 1 

9 34 

1 7 0 1 7 

1 0 6 1 7 

1 8 O 6 6 7 

3 3 

1 9 0 .17 

2 0 0 ！？ 

ーも守一



トラフグ イボダイ

！話月 5 6 7 10 11 12 2 3 4 円｜官＼＼月 8 9 

50 28 55 

45 14 60 8 68 

60 235 14 16 94 

137 15 70 24 173 

7 O 97 72 16 271 

70 30 18 80 16 29 3 

8 0 13 215 32 338 13 

13 158 90 48 380 53 

9 0 26 170 18 16 276 56 

30 100 381 30 

1 0 0 13 114 54 36 170 44 

114 108 24 8 110 131 69 
1 1 0 217 60 78 12 6 52 42 

． 
13 112 30 42 16 33 30 120 39 17 4 

1 2 0 57 42 48 68 ！？ 34 15 6 26 159 

71 12 12 92 51 79 71 66 130 26 390 
l 3 0 14 30 12 166 15 133 18 56 231 

13 6 190 80 82 37 106 140 258 
1 4 0 18 6 122 67 57 66 96 145 

6 6 120 46 70 36 96 1 so 85 
I 5 0 

52 142 8 30 114 42 

6 6 18 66 37 32 160 
1 6 0 

12 85 33 15 12 

6 12 21 18 170 
1 7 0 

6 18 17 12 

6 
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ミツエソ

ゐ？と 5 8 9 1 0 1 1 1 2 2 3 4 

4 0 2 8 

5 0 5 4 

6 0 1 5 1 

70 6 3 5 1 3 9 6 

8 0 4 8 6 3 0 7 6 

.. 
9 0 1 2 1 6 4 0 1 8 

1 0 0 9 6 44 5 

l l 0 8 1 4 6 6 1 24 2 0 

1 2-0 .1 2 3 8 9 6 6 2 4 5 6 

1 3 0 1 0 1 8 9 4 8 

1 4 0 2 4 1 0 7 0 6 6 1 2 5 2 

1 5 0 6 1 8 4 5 5 4 1 8 2 4 3 6 

1 6 0 2 6 1 4 l 8 1 2 1 8 1 4 

1 7 0 2 6 2 7 6 2 0 3 0 

1 8 0 l 4 2 7 1 2 1 4 1 4 

1 9 0 8 1 8 1 2 6 

2 0 0 1 3 2 7 6 1 4 

2 1 0 

2 2 0 9 

2 3 0 2 7 6 

2 4 0 8 

2 5 0 6 6 

2 6 0 
i I 
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ネヅツポ

1盗事 5 6 7 8 1 0 1 1 1 2 2 3 4 . ’ ． 

1 4 8 」
4 0 7 6 7 0 1 2 6 

5 0 2 0 2 0 2 2 4 5 42 6 0 3 0 3 1 

6 0 6 4 0 1 7 2 1 0 8 44 4 6 5 4 

7 0 6 2 7 2 1 1 4 228 5 6 8 2 7 6 1 2 1 2 2 

8 0 3 0 1 1 9 2 7 7 2 2 2 1 4 3 1 0 6 5 4 1 1 6 

9 0 1 0 6 8 1 7 7 1 4 1 1 2 9 1 4 4 

l O 0 7 6 1 2 5 4 1 4 6 6 1 5 2 1 6 3 3 6 1 4 6 

1 1 0 3 0 3 6 1 1 2 2 6 9 2 S 7 1 5 1 S 0 

1 2 0 5 2 3 0 1 4 8 6 0 1 6 5 6 

l 3 0 3 8 2 4 4 0 • 0 1 4 1 5 1 6 9 0 

1 4 0 1 0 4 1 8 1 1 6 2 6 1 5 6 3 4 
1 5 0 34 1 8 8 4 1 3 1 2 6 1 2 4 9 

1 6 0 8 2 4 7 2 26 1 5 2 4 1 2 1 7 

1 7・0 6 5 0 1 4 1 2 6 1 7 1 8 

1 8 0 3 6 1 2 2 0 4 9 

1 9 0 9 6 34 
2 0 0 9 34 
2 1 0 1 8 6 ！？ 

第 6表 餌料生物の種類

種 類 尾 数 '/, 種 類 尾 数 〆'° 
カタクチイワシ’ 7 6 1 1 • 6 アカェピ 2 3 3. 5 
カタクチツラス 1 2 1 • 8 トラェピ 46 7 • 0 
アカハゼ 3 6 5 • 5 サルエピ 3 0 • 5 
コモチジヤコ 6 0 • 9 テヲづfテツポウェピ 4 9 7 • 5 
ヒゲハゼ 60 9 • 2 エピジヤコ 5 9 9 • 0 
アカウオ 1 1 1 • 7 マイマイェピ 7 4 1 1 • 3 
ハゼ SP 58 8 . 9 スベスベェピ 2 2 3 • 4 
イカナゴ 1 1 1 • 7 エピ SP 9 1 . 4 
テンジクタ．イ 9 1 • 4 ミミイカ 2 0 • 3 
ネヅツポ 0 • 2 ジンドウイカ 9 1 • 4 
/ ：ノ 3 0 • 5 カニ SP 5 0 . 8 
タチウオ 1 0 1 • 5 幼介 5 0 7 • 6 
サヨリ 2 0 • 3 ベントス 0 • 2 
捻魚 4 0 • 6 プランクトズ甲殻類〉 4 0 • 6 
仔魚 多量

（魚卵 多 £t 6 5 5 
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第 7表 捕食魚別摂餌状況

マアナゴ

月
4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十

餌料生物
＼＼＼‘  

詞 査 見 芸文 8 1 5 7 2 7 3 0 2 9 7 4 2 5 3 5 2 9 5 

空 5月3 1 2 2 2 1 0 4 3 4 8 7 7 

1月 化 事3 7 2 2 1 3 

魚 消 イじ キち 8 3 6 2 0 

エピ消他物 2 I 6 2 1 7 

カニ消｛じ物 2 

対 称 尾 数 4 8 3 0 1 8 1 3 8 2 0 2 7 1 6 6 

カタクチイワシ 2 2 4 

ア 刀 J、 セ． 1 7 2 4 3 0 

コモチジヤコ 2 3 

ヒ 'T ，，句、 ゼ 3 1 0 3 3 4 2 7 

ア カ ウ オ 5 8 

J、 ぺf s p 5 6 3 1 8 

イ カ ナ コ． l 0 1 0 

テンジグダイ 8 9 

魚 s p 

仔 魚 多量

魚 g~ 多量 多量

ア カ .:r. ピ 5 3 3 2 0 

ト ブ .:r. ピ 3 6 l 3 1 5 3 8 

→iJ- ノレ ーー ピ 2 3 

テナガテツポウ 1 7 8 5 8 4 3 

エピジヤ コ 1 4 1 8 3 4 3 

マイマイエピ 1 4 2 3 2 1 3 2 6 4 

λ ベスベェピ 5 2 3 3 1 5 

ニr.. ピ s p 3 4 

、、． 、、、 イ カ 2 

ジンドウイカ 5 

カ 一一 s p 2 2 5 
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、ツェソ

月
4 5 8 9 1 0 11 1 2 計餌料生物

調 査 尾 数 9 49 3 0 26 1 5 1 8 1 5 5 

空 I勾ヲ 2 6 1 2 7 1 3 42 

消 イじ 物 3 4 

魚 消 イむ 物 5 2 4 1 2 

エピ消化物

対 称 尾 数 。。 8 3 4 2 2 4 1 2 7 9 7 

カタクチイワシ 1 4 3 1 6 1 6 6 7 

カタクチシラス I 2 1 2 

ア カ J、 .u 2 2 2 6 

コモチジヤコ 3 3 

ヒ ゲ J、 ゼ 7 4 1 0 2 1 

ア プ3 ウ オ

J、 ぜ s p 3 1 6 6 5 5 3 8 

不 ツ ツ ポ

→ ， ， 
ジ 3 3 

マイマイベピ

エピジヤ ::? 
2 4 

ト フ ーー ピ 7 7 
ア カ ニL ピ

3 

ク γ ドウイプJ
2 
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アカハゼ

一ぶ~
’5~ 5 6 7 8 9 10 11 12 

’59 
2 3 計

調査尾数 131 12 0 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 551 

空 E円百 3 3 2 3 13 

消 化 物 115 111 24 15 26 26 9 9 13 12 18 25 403 

魚消化物 4 

エピ消｛じ物 3 2 2 2 5 3 3 21 

介消化物 2 9 3 16 

カニ消化物

対称尾数 9 4 2 14 。3 10 21 10 10 8 2 93 

ヒ グハゼ 2 

ア カ ウ オ

イ カ ナ コ． 
J、 ゼ SP 2 

稚 魚 4 4 

ト フ ニ巳 ピ

エピジヤコ 4 9 

スベスベェピ 5 7 

マイマイエピ 6 9 

テナガテツポウ 2 6 

エ． ピ SP 3 5 

カ － ー
GP 

幼 介 6 29 2 8 so 

"" :/ 
ト Jえ

ブランクトy(_l:J苦闘〉 4 4 

． 
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タチウオ ヅログチ

iぷ訪－－－：l 9 10 11 2 ＼僻半＼准＼紛＼＼月 4 9 {Q I 計

調査尾数 21 8 14 44 詞至E尼数 6 16 23 
』ーー－ーー一一－

空 胃 3 13 空 胃 4 13 17 

一i＇丹 イじ 物 消 化 物

魚消化物 4 3 7 魚消化的

エピ消化物 12 12 エピ消イじ物 2 2 :> 

対称尾数 4 5 11 対称尾数 。。

カタクヲ・イワ ψ〆 コ ジ ヤ ::z 

タ チ ウ オ s 10 

サ ヨ リ ヲ 2 

:(~t SP 2 3 

エピジヤコ 2 

第 8表 魚種 5JIH芙餌割合

b処 マアナゴ ミツ二エ．、J アカ .，占］.［ タチウオ シログチ 計

~11 笠尾数 2 9 5 1 5 5 S 5 1 44 2 8 1 , 0 7 3 

対祢局数 1 6 6 9 7 9 3 1 l 3 6 8 

カタクチイワツ 4 C 1.1) 7 9 (46 .s) 一 S (22.7) 88 
，、、 ゼ 類 83α3.4) 7 0 (41 .2) s C 4 .9) 一 1 S 8 

その他の魚類 20(5.6) 4 C 2 .O s C 4.9) 15(68.2) 44 

ニI:. ピ 類 233 (65 .8) 1 5( 8 .8) 3 7 (36 .3) 2 C 9.I) 2 8 8 

．て の ｛也 I4C4.o) 2 C t .2) 55(53.9) 一 7 l 

百十 3 5 4 1 7 O l O 2 2 2 6 4 9 
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